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情報を伝える努力を

山　口　ま　り

　現在、様々な花関係の団体にかかわりながら、花に
興味をもっている方々へ向け、花や緑とのふれあいの
楽しさや使い方・栽培管理方法を伝え、長く花に親し
んでいただきたいとの願いで、自らガーデニング講習
会の講師を務めたり、園芸講座や花のイベントの企画
運営に携わっています。
　その中で、いつも強く感じることが、花の育種・生
産側の思いとエンドユーザーの求めているもののミス
マッチ。どこかで、双方の情報が途切れてしまってい
ることです。それは、品種の問題であったり、ポット
苗や鉢花などの生産品の姿であったりもします。
　園芸界の端に身を置くことができ、幸運なことに育
種家・生産者の声を聴く機会を持ち、新品種の改良点
などを知り得るのですが、その特徴がまったくと言っ
てよいほど、ユーザーには届いていないのです。また、
ユーザーがどのようなものを求めているのかも、育種・
生産側には届いていないように思うのです。
　そのため、せっかくユーザーに求められている新品
種・新しい形状の苗や鉢物ができても、必要とされ

るところにその情報が届いていないため、売れずに出
荷が数年で終わってしまうということもあり、とても
もったいなく、残念に思うことしばしばです。
　多くの種苗会社は、直接の取引先である生産者にば
かりに新しい情報を届けていますが、エンドユーザー
にも直接、情報を届ける努力をしてほしいものです。
もちろん、それは、生産者、市場、市場外流通業者に
も言えることです。さらに、ユーザーが何を求めてい
るのか、現在の品種や生産品のどこに不満を持ってい
るのかにも、耳を傾けてほしいとも思います。
　新品種・新しい形状の苗などの特徴をしっかり PR
することにより、求めているところに届けることがで
きるばかりでなく、目的買いのユーザーにも満足を届
けることができることでしょう。
　印刷媒体・インターネットやグリーンアドバイザー・
ハンギングバスケットマスターなどの人材を利用し、
積極的に花の情報を届けることが、今後の花業界の発
展につながってゆくのではないでしょうか。
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　本年 4 月 1 日付で花卉園芸学研究室に赴任いたしま
した三吉一光です。最近まで興味の中心であった日本

産のエビネ属植物の研究を始める前後の、エビネ業界

のことや私自身の学生時代を中心にお話させていただ

きたいと思います。

育種学研究室にて
　1976 年に園芸学部に入学し、育種学研究室において

卒業論文と修士論文の指導をしていただきました。学

部時代は故岩佐亮二先生の最後の学生で、学部 2 年の

時の古典植物についての講義がとても興味深かったの

で、思い切って一人で研究室を訪問しました。当時の

育種研があった一角は、静寂に包まれていて人の気配

がせず、座敷童でも出てきそうな雰囲気でした。岩佐

先生は、訪問するたびにネスカフェのインスタントコー

ヒーを出して下さり背筋をピンと伸ばして、植物のお

話をしてくださいました。

　その後たびたびお邪魔した岩佐先生の馬橋のご自宅

は、裏の借地を含めても 120 坪ぐらいだったと思いま

すが、いつお邪魔しても雑草が一本もなく、珍品で溢

れていました。お庭の植物が素敵だと素直に漏らすと、

先生はそれを覚えていてお暇する前にササッと手慣れ

た手つきで掘り上げて、あっという間にパッキングを

して持たせてくださいました。後年、いろいろな植物

のコレクターと接することになりましたが、先生のよ

うな、人に分け与えて広めることにも喜びを感じるタ

イプのコレクターと学生の時にお会いできたのは、大

変幸せなことだったと後年気が付きました。

　故飯塚宗夫先生は、私が修士 1 年の時に農場から育

種研の教授に移られましたが、先生にもやはり学部の 2

年生の頃からお世話になっていました。私は高校の時

から英語学習にはまり、大学入学後は当時珍しかった、

ダブルスクールとして渋谷の英語学校の夜学に通って

私の蘭学（Orchidology）事始め

千葉大学大学院園芸学研究科

三　吉　一　光

いました。ここはスパルタ教育が売り物で、3 か月に一

度の口頭試問に落ちると（授業料を全期分取ったうえ

で）放校処分になる、かなり無茶な学校でした。そん

な学校の語学研修がハワイで夏休みにありましたが農

場実習と重なってしまい、思い余って飯塚先生に相談

に行きました。一通り話を聞いてくださった後に間髪

入れずに、それは英語の研修を優先すべきですと、あっ

さりと農場実習の欠席を認めてくださいました。先生

は後年、国際遺伝資源機構の日本代表になるなど、当

時の学部では数少ない国際派の研究者で、英語の重要

性をよく理解されていたと思います。学部に進学して

から、国外から研究員の方が訪日された時には、通訳

を仰せつかることもありましたが、その出来は拙く、

今思い返しても汗顔の至りです。

エビネの魅力
　ところで、ランを初めて買って栽培したのは、中学

生だった 1972 年でした。当時は春先にランに限らず

いろいろな宿根草のいわゆる根巻き苗が出廻っていま

したが、いたって地味な花をつけるエビネ（以下ジエ

ビネCalanthe discolor  Lindl.）を 150 円で買いました。

エビネ属植物（以下エビネ）の大ブームが始まったの

はその後で、1976 年に私がちょうど大学に入学したこ

ろから始まり、1990 年代に入るとほぼ終息しました。

1975 年春に NHK の趣味の園芸でエビネが取り上げら

れてから認知度が高まったことが、ブームの伏線となっ

ていました。

　わが国には約 20 分類群のエビネ属植物が分布してい

ます。その中で、特に園芸的な価値が高く大ブームを

けん引したのは、いわゆる春咲きのエビネのグループ

です。ジエビネは南は沖縄から北は北海道まで分布し

ていますが、キエビネとキリシマエビネの分布はやや

限定的で西南暖地に分布しています。これら三種の間
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には全く生殖隔離が無く、後代も稔性が落ちません。

このため三種が混在する、九州・四国・本州（山口県・

紀伊半島）の自生地では、基本種間で浸透交雑がおこ

り非常に多様な形質からなる集団が生まれました。も

ともと林床下に自生する個体数は膨大で、遺伝的には

いわば三元交配の後代の遺伝的にきわめて雑駁な集団

だったので、花好きにはたまらないいろいろな変異を

持った植物集団だったわけです。事実、京都などの一

部の山野草の愛好家は、昭和 30 年代からその栽培を楽

しんでいました。ジエビネの基本種は茶褐色が一般的

ですが、まれに赤色・緑色・燈色・黄色などが関東の

純粋なジエビネの自生集団でも見られました。キエビ

ネは基本的には黄色で若干の濃淡が認められます。キ

リシマエビネは基本的には白色で花弁の裏側に紫色の

着色があります。ブームの後半になるとこれら西南暖

地の春咲きエビネの自然交雑集団から選抜が行なわれ、

3 つの基本種の色幅を反映して、一般花卉で見られるほ

とんどの花色が出そろいました。所謂“黒花”もあり、

花茎の伸長中の光の採り方によっては随分と黒くなり

ました。

　銘品と呼ばれる花器形質の優れた選抜系統は、おも

に九州の自生地から 1970 年代になってから採取され

て、当初は自生地近傍で細々と栽培されていました。

山取りによる銘品の多くは花色の優れたものであり、

花弁の幅が広いような花型の良い品種は少なく、色と

花型のいずれもが優れた個体はほとんどありませんで

した。そんな中で、‘織姫’という品種は花弁が趣味家

の云うところの“染め残し”（着色むら）もない鮮やか

な紫色で、しかも花弁も当時のエビネでは飛び抜けて

幅が広く、最も優れた品種とされていました。九州や

四国では既にカンランの相場があり、カンランの白花

の最高峰である‘豊雪’は 100 万円で取引されていま

した。昭和 52 年ごろまでにこの“豊雪”とエビネの“織

姫”とがバーター交換（物々交換）され、これにより

エビネの銘品の相場が形成されました。なお、後年に

なってわかったことですが、この“織姫”は 3 倍体で

した。エビネの銘品の相場が出来た後の自生地からの

無秩序な略奪採取はすさまじく、瞬く間に全国の山野

からエビネが消えました。開花時期に自生地を廻って

個体を選抜しても、エビネの開花期は 2 週間程度なの

で、選抜できる数も限られてしまいます。そこで秋か

ら春先にかけて、自生地から採取した株を人里のスギ

林などの人工林や畑にせっせと移植し、開花期に何万

本の花を観察することが当たり前のように行われてい

ました。関東にもこれらのエビネが入り、私も岩佐先

生に紹介いただいた洋ランで有名だった高木三兄弟の

高木浩二郎さん（コチョウランの‘なごり雪’の育成者）

が、千葉のスギ林に植栽したエビネ畑で選抜させてい

ただいたことがありました。

　なお、春咲きエビネには、伊豆七島の特産種である

ニオイエビネとその自然交雑種もありますが、自生地

の個体数自体が西南暖地の自然交雑集団に比べて遥か

に少なかったことや、なかなか株分けできずに品種あ

たりの個体数が増えなかったこともあり、エビネブー

ムの時には西南暖地春咲きのグループが主流で、ニオ

イエビネや自然交雑種であるコウヅエビネの人気は、

‘端午’や‘香春’などの一部の品種を除けば、東京を

中心とした関東と四国の一部に限定されていました。

また、当時の栽培技術では、耐暑性の低いニオイエビ

ネを何年も良い状態で維持することが難しいことも、

人気が全国区にならなかった遠因だったのかもしれま

せん。

進化した交配エビネ　左から‘一豊’、‘織姫’（ブー
ムの火付け役：本文参照）、‘天竺’（日本エビネ園水
口春樹氏提供）

国内希少野生動植物種 アサヒエビネ
（Calanthe  hattorii Schltr.）小笠原
父島および母島特産種

わが国の特産種 ニオイエビネ
(Calanthe izu-insularis 
Ohwi et Satomi) 御蔵島産

キエビネ（Calanthe citrina 
Scheidw.）‘大黄帝’３倍体



－ 4 －

エビネに親しむ
　大学１年の頃から、市中に雨後の竹の子のようにに

わかエビネ業者が乱立しましたが、自宅から歩いて 5

分ぐらいの、東京農工大工学部の正門近くにあった、

副業でエビネを始めた温室会社のエビネ温室に出入り

し、大学２年になるとデパートや世田谷の第一園芸の

売店でのエビネ展を手伝っていました。この業者も九

州から、先述の高木さんの何十倍もの量の鹿児島産の

無選抜のエビネを抱えており、開花期にはその選抜も

手伝うようになりました。趣味家はエビネ山には入れ

てもらえなかったので、鹿児島・宮崎の自生地近傍の

人を除けばエビネの花を一番多く見ることが出来た人

間の一人ではないかと思います。お蔭で選抜眼は養わ

れて、大学 3 年の頃には、展示会のエビネの値付けも

任されていました。

　自宅でもエビネの鉢数は大学入学後に年々増えて、3

年生のころには 500 鉢を超えていましたが、いくら好

きでもこの数は無理があり、決して上作ではありませ

んでした。エビネの収集は、バイト先で現金で日給を

もらう代わりに気に入った個体を現品で貰ったり、当

時やっていた月 3 万の家庭教師のバイトや、江戸川橋

のお医者さんの大邸宅の庭仕事の雑用で得た日給 1 万

円をためて、春先にこれはと思う株を買っていました。

すねかじりの身で一年分の稼ぎの身銭を切って植物を

買うようなことは、今にして思うと褒められたことで

はないのですが、海千山千のエビネ業者を相手にした

植物の目利きは良い経験になりました。

　エビネのブームは大学４年の春に、有楽町の東京鉄

道交通会館で行われた第一回の日本えびね業者組合展

によって一気に過熱しました。出品された銘品の中で 

‘金鳥’が 一等に選ばれ‘情炎’などとともに一株（リー

ド + 葉付バルブ）が 100 万円で当り前のように取引さ

れるようになりました。なお、この２～３年後には、

サルメンエビネとキリシマエビネの自然交雑種という

触れ込みの‘白鳥の舞’に 350 万円の値が付き、それ

が知る限りで最も高額なエビネでした。

エビネの無菌播種に挑む
　大学 2 年の秋に、育種学研究室に三位正洋先生が名

古屋大学の助手から講師でいらしたので、2 年生の春休

みにお願いして、ランの無菌播種の手ほどきを受けま

した。植同の先輩から頂いたクモランの完熟種子を播

きましたが、初めて播くにはなかなかマニアックなラ

ンでした。クモランはうまい具合に試験管の中で育ち、

これに味をしめて卒論はジエビネの試験管内での種子

繁殖にしました。当時、エビネの人工的な種子繁殖は、

何人かの研究者が取り組んでいましたが、発芽率自体

が低く、しかも再現性がほとんどなく実用的な水準に

は程遠いものでした。春咲きエビネの中で、キエビネ

や自然交雑種はそれでも幾らかは発芽することが知ら

れていましたが、ジエビネの種子は頑固でなかなか発

芽しないと認識されていました。

　大学 3 年のころは、エビネは、それまでの多様な変

異を持つ野生ランから、投機対象の換金性の高い植物

に完全に変わっていました。そんな時に、卒業研究と

してエビネを効率的に繁殖したいと周囲に話すと、相

場の値崩れを心配してか、今では想像しにくいかもし

れませんが、エビネの変異は自然界から見出すから貴

いのであって、人工繁殖で得られた個体は自然を冒涜

するといった意見が大勢でした。しかし、効率的に種

子繁殖さえできれば、山野からの略奪採取に頼らない、

まっとうな営利栽培が出来る花卉として定着するので

はないかと思い直して卒論を始めました。

　3 年の秋からいろいろな実験区を作ってずいぶんと

実験をこなしましたが、半年過ぎてもほとんど発芽し

ませんでした。それだけ結果が伴わないと、普通はへ

こたれますが、きっと趣味の延長のような気楽さがあっ

たのでしょうか、案外とめげずに実験していました。

指導教官の三位先生は、そんな研究に対する甘い姿勢

を心配して、（30 年前の話ですが）『日本のランの研究

者は例外なくきちんとした成果を出していないが、そ

れは蘭に溺れているからだ』と、幾度となく諭すよう

に話してくださいました。

　おかげで 4 年になってからは、種子生物学（Seed 

Biology）に興味が持てるようになり、ラン以外の論

文を網羅的に漁り予備知識を蓄えて臨んだ 4 年生の秋

の完熟種子を使った実験は、ランではあまり検討され

ていないことを中心に行いました。ランは発芽速度が

遅いのが一般的ですが、当時はエビネも例外ではな

く、結局 4 年生の秋に行った実験は大成功でしたが、

その成果は卒論には間に合わずに修士論文として纏め

ました。いくつかの新発見がありましたが、実用的に

重要な一番の成果は、エビネ種子は、慣行の乾燥貯蔵
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で発芽しなくなることだったと思います。当時、この

現象は種子生物学の分野では幾つかの（ラン科以外

の）植物で報告され、“扱いにくい種子”という意味の

recalcitrant seeds　というグループとして認識され始

めたところでした。このグループは、いろいろな分類

群にまたがり、その自生地環境とも密接に関係してい

ると考えられています。柑橘のレモンの仲間では乾燥

によって種子が死滅すると考えられていましたが、後

年、乾燥による２次休眠であることが分かっています。

しかし種子が散布時に持っている１次休眠と２次休眠

がどのように違うのか、遺伝子レベルでの解明はいま

だ着手されていません。他にも、メガネを洗う超音波

洗浄機で種子を処理すると、劇的に発芽が促進される

ことの発見も、実用的には面白い成果でした。

　修士論文の発表会の資料は、自分としては体裁を整

えたつもりでしたが、後から読むと結果を網羅的に書

き連ねたレベルの代物で、口頭試問で、環境工学研究

室の助教授だった古在先生からその点を指摘され、普

段考えていたエビネ種子の難発芽性の機作を、文字通

り汗をふきふき延々と説明してどうにか納得していた

だいたことを覚えています。

　修士 2 年の夏には、種子の休眠・発芽の生理学的な

研究に強く惹かれるようになり、修士を終えてから科

研費の研究で飯塚先生とつながりのあった東北大学の

高橋成人先生の研究室に進学して、エビネから離れて

発芽生理学と品種生態学の学際的な研究を行いました。

色のついた材料（エビネ）から無色のイネに慣れるの

には案外と時間がかかりましたが、思う存分に生理学

的な研究が出来た充実した博士課程でした。

　結局、エビネの学会発表は国内・国際で各一回ずつ

でしたが、修論のコピーが農大のラン研究サークルの

OB の間で出回り、実務レベルで成果が生かされるよ

うになっていました。また、卒論を始めた時に、エビ

ネは天然ものに限ると言っていた人達も、直感的にお

金の匂いを嗅ぎつけた人はすぐに人工繁殖をはじめて、

1988 年頃には某種苗会社の通信販売に大量に苗を供給

して、かなりの利益を上げていました。さらに、某高

校の生物部などあちらこちらで成果が利用されていて

も、きちんとした引用がされない状況だったので、修

士論文のデータを 1995 年までにどうにか取りまとめて

英文で 3 報を報告しました。

エビネ研究継続中
　松戸を巣立ってから 10 年ほどランの研究から離れて

いましたが、1992 年の国際植物学会で国立科学博物館

の某氏に出会ったのがきっかけで、再びラン研究への

思いが湧き上がり、前職の秋田県立大学では春咲きエ

ビネの他に希少種を主に研究対象とし、種子発芽の他

にも、エビネで大きな問題となっていた植物ウイルス

の研究も加えて、園芸と保全の２つの観点から研究を

展開しました。

　エビネは、花色の幅も広く彩度の優れた個体も多い

上に、ニオイエビネのような強い芳香性を持つ分類群

も包括した、ラン科の中でも特に優れた園芸植物だと

言えます。しかし、1970 年代後半から約十年間続いた、

熱狂的なブームの際には投資の対象として扱われ、し

かも不適切な栽培によってウイルス病が蔓延して一気

にブームが終焉し、エビネに対する否定的な認識は昭

和 30 年以前に生まれた世代ではいまだに完全には払

しょくされていないと思います。しかし、純粋にラン

としての良さを評価すると、海外では New York のラ

ン展で一等にコウヅエビネ（ニオイエビネとジエビネ

の雑種）の白色品種が選ばれたり、世界ラン会議（WOC）

では、並み居る洋蘭を抑えて、一等にドイツから出品

された（結構地味な）本邦産のキエビネが選ばれてい

ます。また、国内の各地のドーム球場を使ったラン展

でも、3 倍体の大柄な‘萬’などが、カトレアなどに

伍してラン展でめったに出ない FCC といった高得点で

堂々の一等を取るなど、花卉としての潜在能力は高い

と思います。

　一時は大きな問題だった、エビネのウイルス病もそ

の感染経路が明らかとなり、適切な栽培によって感染

率は極端に低くなっています。エビネの園芸的な良さ

が十分に認識されていない今の状態は、エビネにとっ

ては不遇の冬の時代なのかもしれません。

　エビネは近縁属のカクチョウランなどの大型とラン

との交配が可能ですので、一層の変異拡大によって、

将来は営利的な切り花栽培も可能になると思います。

またエビネの人工交配は既に第 5 世代には到達してお

り、品種を選べば日本全土で、植栽・コンテナでも楽

しめます。エビネがカジュアルな地生ランであること

を、エビネに否定的な感情を持っていない非ブーム世

代に再認識されて、エビネの新時代が訪れることを切

に願っています。
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1. 仕事の始まり
　千葉大学を卒業してから 40 年を越えてしまった。本

当に大昔のことであり、記憶もおぼろげである。恩師

の岩佐先生に大変にしごかれた専攻生であった。花の

育種に憧れて、一年早くから研究室に出入りさせても

らい今では死語になっているかもしれないが徒弟制度

のような暮らしで思い出しても良く耐えたと感心して

いる。このしごきに耐えきれずに研究室に定着しなかっ

たり、最初からあきらめたりする学生も多かった。

　セミナーの後の雑談で良く聞かされたのは、育種の

難しさで、木本植物は特に育種に年月がかかるため大

変な努力が居る、若木のうちにその特性を見抜く力が

必要だと何度となく教えられた。研究室の圃場の周囲

にはツバキが植えられていて、先生の交配によるもの

と教えられた。果実の大きいものも混ざっていて、こ

れはツバキ油用に選んであると聞かされた。冗談なの

か真意なのかは判断できずにいたが、一昨年、その中

のいくつかの株から枝先をいただき、自分の研究室で

挿し木繁殖している。

　卒業してから大阪府立大の中尾先生のところに進学

して、育種の基礎から応用まで勉強をするとともに海

外植物探検の面白さを教わった。シャクナゲとかツバ

キとかの話が多かったのである。

　幸いにして大学院を修了する頃に農水省に採用が決

まり、わがままを言いついでに園芸試験場（当時は既

に野菜試験場となっていた）久留米支場に配属しても

らった。担当するテーマは暖地における果菜類、特に

メロンの結実障害についてであり、着任前日にそれと

なく挨拶に行ったところ、松戸の大先輩の菅原さんが

室長さんであった。お茶をいただき、話をしている時に、

本当は何をしたいのかと聞かれたので花の育種をした

いと答えた。次の日に辞令を受け、支場長からの訓示

を聞いてみて驚いたのであるが、配属先は花卉育種研

国際化に向けて日本原産花木育種への提言

玉川大学農学部

山　口　　聰

究室になっていた。私の当初配属が予定されていた研

究室は新設で、そこに私が研究員で入ることになって

いたのだが、花卉のほうに野菜に変わりたいという研

究員がいたので、突然トレードされたのであった。久

留米支場への配属の任命権者は場長なのだが、内部で

の研究員の配置は支場長の権限なのでこのようにでき

るのだと説明を受けた。実は支場長は定年直前であり、

自分の専門のツツジの育種を引き継いでもらえる研究

員を捜していたところで、ちょうどうまく花の育種志

望の新採が来たので、これを取り替えたということで

あった。これが私を花木の育種へ進めた経緯である。

　当時の久留米支場の花卉育種研究は世界でもトップ

クラスで、海外からの来客も多かった。特にアメリカ

のクリーチ博士、ベルギーのフーセル（フッサール）

博士との交流は私にとって育種の眼を海外へと広げて

くれるのに大変に役立った。

2. ツツジ類の育種
　ツツジと言っても幅広いのだが、Rhododendron 属

の中で Azalea の仲間、その中でも常緑性のグループは

きわめて少数派なのであり、その大半が日本原産であ

る。しかし、世界的に広く栽培されている florist 系の

Azalea は中国から日本にかけて分布しているシナサツ

キを基本とする交雑由来の園芸ツツジであり、四季咲

き性を最大の特徴としている。しかしながらヨーロッ

パ、アメリカには日本からの導入と考える方が適当で

あろう。日本の他のツツジ類、とくにキリシマの仲間、

そして、サツキ、一部にはシロリュウキュウを代表と

するオオムラサキ、平戸ツツジのグループなども関与

して、いわゆる「アザレア」が作られている。クリス

マス頃の年末に花を飾るのが欧米での花利用の特徴な

ので、年内に賑やかに咲いてくれる花が求められてい

た時代が長く続いていたので、四季咲き性の高いツツ
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ジは大発展したのである。その間に、八重咲き、斑入

りなどの特性が取り入れられたような品種構成が出来

上がり、現代のモダンなアザレアとなっている。生産者、

小売商、そして消費者から喜ばれる年内開花特性は十

分に形成されたので、その他には特別な色彩が求めら

れ、又、斑入りなどの多様な「芸」のある花も開発さ

れている。

　現代のアザレアに求められている新しい形質として、

青い花色と芳香性があげられる。青と言えばカーネー

ションに始まり、バラ、そして、ファレノプシス、ダ

リアと遺伝子組み換え技術を駆使して新しい品種が育

成されているので、その気になればすぐにでも作り出

せるように誰もが思っている。

　ベルギーの研究者はかつて、アザレアの色素構成の

研究から青い色素が発色するためには細胞液の pH が

かなり低くなければならないが、その理想とする酸度

では、細胞死が起きるので現実的には不可能であると

の結論を出していた。現代の分子育種研究からはこの

ようなバリアーを超える事ができるのか、ぜひ挑戦し

てもらいたい。

　芳香性については、日本原産で香りの強い野生種が

存在するので、これを母本として通常の交配育種で育

成できるものと考えている。青い花の品種も市場性が

高いが、芳香性の品種の方が国際的には評価されるの

で、今後の育種課題として取り上げるべきであろう。

　また、このような視覚や臭覚など消費者の感覚に訴

える形質についての育種も重要であるが、栽培農家の

ための生態育種についても重要な目標がある。一つは、

促成能力の高さ、ある意味では四季咲き性である。夏

の高温期の休眠誘導の回避が遮光処理で可能な野生種

がシナサツキの他に明らかになっている。四国から九

州にかけて自生するフジツツジがそれである。この野

生種を交配親とする事で、年内咲きの促成能力の高い

アザレアが育成できるのである。本種の他に近縁種で

台湾に自生する R. noriakianum もこのような特性があ

る上に、さらに優れた特性として播種してから一年も

経たないうちに開花する木本植物としては驚異的な特

性を備えているのである。一才もの、と言われる特性

かもしれない。しかも株全体を覆って一斉に開花する

のも利用価値の高い形質である。つまり、種子系のア

ザレアが作出できるのである。既にベルギーの温室植

物研究所では、R. noriakianum を交配に用いて、一斉

に開花するタイプの新しいアザレアを開発済みである。

　日本でも自生するツツジ類は多様性に富んでいて、

交配親に使う事で世界に発信できる優れたアザレアが

育成できるのである。ただ、日本の育種家のしていな

い選抜技術の一つとして、ベルギーではすべての育成

系統は蛍光灯の照明下での選抜が加えられている。こ

れは、室内鑑賞時に照明の種類によって色調がどす黒

く見えたりするのを排除しようとしているからである。

室内鑑賞植物の育成に際しては考慮すべき事の一つで

あろう。国際化と言うのはこのような配慮も含めて様々

な条件にも適応できる商品としての品種育成なのであ

り、日本の育種家がこのような立場での育種選抜を心

がけているか不安がある。

　木本性の園芸花卉で種子繁殖性の品種群が営利的に

成立するとしたら、このフジツツジ交配から生み出さ

れるものと思う。挿し木繁殖よりは安価で効率よく生

産できる上、様々な変異が生じて品種の多様性が生み

出される。国外に生産基地を置けば、国際商品として

伸びて行く。

ベルギーの新しいアザレア
（平戸ツツジ交配）

新しいアザレア その 2新しいアザレア その 1

Noriaki Hybrid Azalea
（久留米のつつじ、より）
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3. ツバキの育種
　ツバキも日本原産の園芸植物の一つである。隣国の

中国にもトウツバキという日本ツバキにとっては最大

のライバルとも言うべき園芸ツバキが存在しており、

こちらの方が世界的に普及している。大輪で豪華な八

重咲きの品種が多いので海外での普及が日本のツバキ

よりは遥かに進んでいる。そこで、日本ツバキに多い

花型の多様性、花色の多様性、開花時期の幅広さを基

盤として、大輪化を計れば、国際的な普及が期待できる。

また、日本の品種には香りのあるものが多いので芳香

性のツバキの育種も期待できる。

　どのようにして大輪化を計ればいいのか。簡単な事

であるが倍数体化を行う事である。日本ツバキの中に

伊予つばきという地方グループがあり、大輪の品種が

いくつか知られている。特に「石鎚」と言う巨大輪品

種は三倍体で、花の直径は 15 センチぐらいに達する事

が多い。ちょうど赤ちゃんの顔くらいの大きさである。

教科書的には三倍体の品種は不稔で「種子なし」なの

だが、この品種は何年かに一回思いがけずたくさんの

種子をつける。不稔ではないのである。この種子を播

いて育って来た実生のゲノムサイズを測定すると二倍

体から五倍体まで幅広い変異を示す。つまり、三倍体

品種の可稔性を利用する事で容易に倍数性育種が行え

るのである。当然出現する三倍体、四倍体などは大輪

が期待できる事になる。現在の目標は花の直径が 17 セ

ンチを超える、超巨大輪品種である。ツバキにはこの

ように倍数性のレベルを超えても交雑する、おかしな、

受容性の高い特徴が備わっているのかもしれない。日

本だけでなく中国でも倍数性のシリーズが種内変異と

して存在している分類群が知られている。ツバキの育

種においては倍数性育種の効果が高く見込め、巨大輪

化の方向に進める事が期待できる。

　芳香性については、サザンカとの交配で雑種を作る

事で十分対応できる。現実にハルサザンカ群はこのよ

うな交雑由来の芳香性ツバキである。積極的な交配で

新品種を作れば、国際的な品種として育って行く事は

間違いないであろう。サザンカとの交配では開花期が

秋から春まで長期にわたるもう一つの利点があり、庭

園樹、鉢もの花木として有望なのである。サザンカ以

外に、ヒメサザンカ、チャなども香りをツバキに導入

するのに適した遺伝資源である。日本から国際的な花

木が新しく世界に取り上げられるとしたら、それはツ

バキが最初であろう。

　ツバキの世界では、やはり大輪、八重咲き、できれ

ば香りのあるもの、と言うのが育種全体としての目標

なのであり、日本にはそのための素材が十分にある。

4. 新しい花木の開発
　今までに東南アジアに行く機会が多く現地の様々な

花木を見てきたが、現在の地球規模での気候温暖化を

考えると、もっとたくさんの熱帯系の花木を改良して

もよいのではないか。国際的な新花木としての普及が

期待できるからである。

　タイの山地を歩いていて感心したのは、一年中休み

なく花をつける熱帯花木の「勤勉さ」である。四季咲

きに近いのである。私が一番興味を持ったのはサルス

ベリである。物の本を調べるとバナバと言う呼び名な

のだがオオバナサルスベリが広く知られている名前で

ある。現地での調査をしているとき。対岸の山肌にい

くつか紫の固まりが点在するのに気がついた。ガイド

に尋ねてもきちんとした返事が得られず、仕方なしに

苦労して現場までたどり着いて見上げたら、この熱帯

性のサルスベリであった。街路樹として既に植栽利用

されている。花は大型で、長期間にわたって開花し続

ける。日本であれば不時開花と呼ばれるかもしれない

が、何しろ一年中どれかの株が咲いている状態で、色

は紅紫色から青紫色まで多様で、また、ピンポン球よ

り一回り大きいくらいの果実が鈴なりになるので、花

の後も面白い。シマサルスベリと交配すると花のサイ

ズの変化も生じるし、花色も更に多彩になる上、確実

に四季咲き性が強化されるはずである。もしかすると

矮性のものも出来てくるかもしれない。種子でも容易

に繁殖できるが、挿し木で十分に増殖できるので、大

巨大輪の椿、三倍体品種の石鎚
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量供給が可能である。沖縄とか鹿児島辺りで誰か取り

組まないかと期待している花材である。

　もう一つ、期待しているのがキョウチクトウである。

意外に日本では品種が少ない。都市緑化には最適の強

健な常緑性の花木である。かなりの高温、乾燥、公害

汚染に抵抗力があり、思いのほか寒さにも強い、優れ

た緑化材料である。繁殖も容易で、生育は旺盛である。

唯一の欠点は猛毒植物であり、誤って口に入れれば大

変な事態を引き起こしかねない。しかしながら、グリー

ンベルト、あるいは海岸の防風、防潮の植栽には最適

なのである。今のところ、赤、桃、白、黄色と色彩は

とりあえずそろっている。今流行のブルーが欠けてい

たり、黒もなかったり、もう少し改良の余地はあるの

だが、一番の目標は矮性の系統、ミニの系統の作出が

急務であろう。品揃えを多くして多様性を実現すれば

一躍トップテンに躍り出るのが当然な材料なので、ま

ず、種子を蒔いてみるところから始めて欲しいと思っ

ている。

5.Japonica を前面に押し出して、
　国際的な花木を売り出そう
　前段で取り上げた暑さに強い、丈夫な花木候補は異

国のものであったが、今一度日本の中を見てみよう。

そうすると案外私たちが見慣れていてその価値をア

ピールしそこなっている材料があるように思う。日本

的な園芸植物で江戸時代から栽培されていた庭木の中

に、案外、国際化しやすいものがある。斑入り性の庭木、

花木である。

　まず、アオキAucuba などはシリーズとして海外展

開させたら面白いものになる。プラントハンターの時

代にヨーロッパに渡って大人気を博したアオキである

が、当初は雌雄異株と言うことが理解されていなかっ

たので赤い実を着けなかった。それでも、葉の模様が

珍重されて高価格の温室植物として扱われていたとい

う。幕末に雄株が必要と言うことで再度輸入され、こ

こで始めて赤い実が着くようになり、またまた一大セ

ンセーションを引き起こしたように言われている。こ

の斑入りのアオキは様々な斑のタイプがあり、また、

果実にも鑑賞性があり、サイズとか色調が多様である。

実は、よく調べて見ると間性株が存在するのである。

この様な株は自株交配で結実させることが出来る。私

なら、雌株の何カ所かに雄株の枝を接ぎ木しておく。

あるいは三倍体にする。三倍体は今までの経験から間

性になることが多いからである。いずれにしても、一

株で結実するように仕掛けを作ることは容易なので、

きれいな斑入り模様の個体を見つけて増殖すれば、興

味を持って育てる人は海外では多いはずである。耐陰

性も優れているので、室内緑化にも向いているし、公

共機関のロビー向けに大鉢仕立ても面白い。いつまで

もホンコンカポック等に占拠されたままでいいのか・・・

と言うのが国粋的かもしれないが、Japonica 植物を特

別に育種していこうとする私の考えである。

　その他にも庭木として注目したいのがヤツデである。

これもアオキと同様庭木にも鉢物にも、どちらにも適

した優れた花木である。しかしながら積極的な営利栽

培は少ないように思われる。

6. どうしたら国際展開できるのか
　日本人の手先の器用さを捨てて、誰でもが同じ程度

に仕事の仕上げを出来る様な、そういうシステムを作

ることが大切である。一人のベテラン、名人よりは、

十人、百人の熟練作業員、あるいは 80 ～ 90%の作業員

が簡単に実行できるマニュアルづくりなのである。新

しい花木の普及には、大量の増殖と、仕立てが必要で

あり、安定した種苗の生産供給体制の整備が必要なの

である。国際的に広がっていくためには、それぞれの

現地に生産拠点を作り、そこから展開することが重要

だからである。そして、マーケットに定量、定期的に

商品が並ぶぐらいに一般化させることである。優れた

現地カウンターパートを見つける。あるいは育てるこ

とが必要である。息子さん、娘さん、親戚など身内の

誰かを海外に展開させるのもいい方法である。花木生

産者から「和僑」的な集まりが世界中に展開して、日

本からの新しい花材がどこの国のガーデンセンター、

フラワーショップにも満ちあふれるぐらいの時代に早

くなって欲しい。そのくらいの新品種等あっという間

に作れるのだから、生産流通販売の部門が国際的な感

覚を持って頑張って欲しいのである。いずれ、国際化

のための・・・等とわざわざ言わなくても、海外からひっ

きりなしにバイヤー達が日本詣でをするようになるこ

とは間違いない。私たち日本の花卉園芸の世界は、そ

れくらいにクリエィティブな若い人たちであふれてい

て国際的な求心力があるはずだから。
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初めに
　簡単な自己紹介をさせていただきます。私は故飯塚

宗夫先生と三位正洋先生のご指導のもと、昭和 55 年

に園芸学科を卒業しました。農場の入口近くの平屋の

建物に飯塚先生が研究室を構えられていたころに培養

に興味を持ち、ご指導を仰ぎました。卒論のテーマは

Allium 属の急速増殖で、主にAllium giganteum の組

織培養を通して ABA が球根形成に及ぼす影響を調べ

ました。卒業後は、青年海外協力隊の隊員として、最

近話題になっているシリア国ドゥマ農業試験場に 2 年

間滞在し、主にニンニクの組織培養をしました。

　帰国後は、海外での経験を評価していただいたタキ

イ種苗㈱に入社。研究農場や開発部などに所属し、12

年勤務しました。オランダには 2 回、合計で 7 年間駐

在しましたが、その間にオランダの国民性や自由に魅

せられた私はオランダで生活することを選び、タキ

イ種苗を退社。転職して、オランダの切り花輸出会社

Zurel & co.、 Hiljo bv にて、日本向け切り花輸出業務に

8 年従事しました。その後、日蘭の園芸の実務レベルで

の交流をお手伝いする個人経営の園芸事務所を立ち上

げ、現在は翻訳、通訳、ガイドを生業としております。

　三位先生や横井政人先生のヨーロッパ来訪時には、

運転手としてご一緒させてもらいました。一番思い出

深い出来事は、横井先生を Boskoop の斑入り植物の収

集家に案内した時のことで、食事もとらずに昼過ぎか

ら夜遅くまで（夏は 10 時すぎまで明るいので）、世界

的なコレクターであるお二人の斑入りに対する情熱的

なやりとりを傍で聞かせていただいたことです。

FlowerTrials®
　ご存じのようにオランダは園芸大国で、生産、消費

のいずれも群を抜いて多く、育種、研究部門でもア

メリカ、日本とともに世界の花卉園芸の一翼を担っ

FlowerTrials® 案内記

対　馬　淳　一

ています。毎年作られる新品種は Keukenhof( 球根

類 ) 3 ～ 5 月、FlowerTrials®（ 苗 物、 鉢 物 ）6 月、

Plantarium( 庭木類 ) 8 月、種苗会社の Open day 9 月、

International Horti Fair(園芸全般) 10～11月など、様々

な展示会を通して発表されます。

　本稿では今年行われた FlowerTrials® について、中

部地方の花壇苗の生産者、流通業者、ガーデンセンター

の皆様を案内した時の様子を交え、紹介したいと思い

ます。　

　FlowerTrials® は苗物、鉢物の展示会で、種子系と

共に栄養繁殖系が数多く展示されます。今年は 6 月 12

日～ 15 日の日程で、Aalsmeer、 Westland 、Rheinland-

Westfalen の 3 地区で開催。世界中からその道のプロが

集まり、入場者数は延べ 6,363 人を数えました。

【Aalsmeer 地区】
　Aalsmeer には、Westeinderplassen 湖を中心にした

湿地地帯に網の目のように水路、細道が作られ、花卉

栽培温室が点在します。伝統的にバラ、チューリップ、

FlowerTrials® のロゴ
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アルストロメリア、シリンガの栽培が多い地区です。

今回は 9 ヶ所、12 社が展示をしましたが、そのうち 11

社を訪問しました。

〇 Bartels Stek

　Agribio（キリン）グループの一員で、鉢物ではCle
matis、 Helleborus、 Phlox paniculata、Phlox subulata、 

Aster、 Physalis  、 Rudbeckia の育種を行っています。

Phlox のなかに面白そうな品種がたくさんありました。

〇 Florist Holland bv

　Royal Hilverda Group の一員で、ガーベラ専業業者。

鉢物用、種子繁殖系の Flori、花壇用、種子繁殖系の

Sundayz、花壇用、栄養繁殖系 Garvinea、室外テラス、

中庭、ベランダ用、栄養繁殖系の Patio シリーズを見

ることができました。

〇 Hilverdakooij bv

　Royal Hilverda Group の中核企業。育種に歴史のあ

るカーネーションの他、Limonium、Alstroemeria の鉢

物用品種を見ることができました。新品種、試作番号

品種がたくさん展示され、それに対するアンケートも

あり来場者の意見を積極的に取り入れようとする姿勢

がみられました。

〇 Koppe

　ベゴニア専業業者。様々な色、タイプのベゴニアが

見られました。Beleaf シリーズとして葉物ベゴニアも

ありました。

〇 Moerheim

　サントリーフラワーズの一員。　Surfinia、Million 

bells をはじめ各種苗物、鉢物が展示されていました。

〇 Agrion

　花卉、野菜、代替燃料植物の育種、コンサルタント

会社。

　Ageratum、Campanula、Hydrangea、Hypericum、

Kalanchoe、Symphoricarpos など展示されていました

が、Hydrangea とKalanchoe のなかに面白そうなもの

がたくさんありました。

〇 Panamerican seed & Kieft pro seeds

　アメリカに本社のある花卉種子系育種会社。ヨーロッ

パでは Kieft pro seeds が販売しています。各種種子繁

殖系苗物、鉢物が展示されていました。多年生植物を

扱う Darwin Plants の展示もありました。

〇 Royal van Zanten

　球根の育種、生産で Royal の名誉称号を得てい

る 会 社。　Alstoroemeria、Bouvardia、Limonium、

Aster、キクの育種もさかんに行っています。キク、

Alstoroemeria  、Aster に面白そうなものがたくさんあ

りました。

〇 Morel Diffusion

　フランスのシクラメン専業業者。ミニから切り花用

まで、芳香性から斑入りまですべてのタイプのシクラ

メンが展示されていました。ただ説明、カタログがす

べてフランス語なのには困りました。

〇 Danziger/Imperial Plants

　イスラエルの育苗苗生産業者。カタログの品種名に

日本語表記があり、日本市場へも進出を図っています。

展示会場（Florist 社提供）

Patio Everglades（Florist 社提供）
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【Westland 地区】
　Den Haag の南西にある温室地帯で贈答用ブドウのガ

ラス室栽培から歴史がはじまりました。南欧からの輸

入によりブドウ栽培が廃れたのち、トマト、パプリカ、

キュウリ、レタスなどの野菜及び、花卉栽培へと発展

しました。Aalsmeer 地区と比べて野菜の栽培が多く、

花卉栽培の中ではキクの栽培が多いのが特徴です。グー

グルマップなどの航空写真で見るとガラス温室の過密

ぶりが一目でわかります（http://maps.google.com）。

　今回は 14 ヶ所 20 社の展示のうち、日程が 1 日だけ

だったためお客様の希望された品目から 6 社を選んで

訪問しました。

〇 Armada

　Moerplant、 Excellent Flower Breeding と Superior 

Yong Plants　3 社が合併して誕生した会社です。苗物、

鉢物としてはAster、Dahlia、Hibiscus、Ranunculus、

キクなどですが、キクのコレクションが非常に豊富で、

温室の奥にある試交品種まで見せてもらいました。特

に草姿、花形、開花期が同じで花色のみ異なる組み合

わせがあり、お客様の注目を浴びていました。

〇 Beekenkamp Plants bv

　 育 苗 苗 生 産 業 者。 キ ク の 育 種 で 有 名 な Deliflor 

Chrysanthen と Beelenkamp Verpakkingen の 3 社 で

Beekenkamp　group を形成。　数多くの育苗苗の展示

が見られました。

〇 Fides

　Agribio（ キ リ ン ） の 一 員。 有 名 な キ ク の 他

に、Kalanchoe 、Calibrachoa 、Dianthus 、Dahlia 、

Impatiens、Nemesia、Osteospermum、Pelargonium、

Petunia が展示されていました。

〇 Sakata Ornamentals Europe a/s

　種子系の他、Osteospermum、Calibrachoa などの栄

養繁殖系も数多く展示されていました。駐在員の方が

ヨーロッパと日本での栽培の違い、客の好みの違いな

どお客様の知りたいことを的確に日本語で答えてくだ

さり、大変参考になりました。

〇 Selecta

　ドイツに本社のある独立系栄養繁殖系花卉育種会社。

日本にも支店があります。栄養繁殖系のCalibrachoa、

Dianthus、Impatiens、Osteospermum、Pelargonium , 

Hilverdakooij 社　新品種の展示
（Hilverdakooij 社提供）
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Petunia、Verbena など多くの展示がありました。

〇 Syngenta

　花卉種子で Royal の名誉称号を得た Sluis&Groot

が度重なる合併、買収の結果、Syngenta となりまし

た。豊富な種子系の他、Calibrachoa、Dahlia、Diascia , 

Impatiens、Osteospermum、Pelargonium、Petunia、

Verbena など栄養繁殖系も多くの展示がありました。

　今回は日程が 2 日間であり、また多くの展示場が

車 1 台通るのがやっとという細い迷路のような道を通

るため、効率的に移動してもどうしても全部を見て

廻ることができませんでした。合計で丸 3 日あれば

Aalsmeer、 Westland 地区のすべての会場、4 日あれ

ば Rheinland-Westfalen まで含めて見て廻れると思いま

す。

　展示は自社温室で行う会社と会場を借りる会社があ

り、前者の場合、運が良ければ温室の奥にある試交品

種まで見せてもらえることもあります。後者の場合、

ゆとりのあるスペースに美しく展示され、食事も無料

で提供されます。また数社まとめて展示されることも

あり、移動時間の節約にもなります。

　国際化の影響で、切り花、鉢物生産地がオランダか

らアフリカや中南米などへ移っています。それに伴い

育苗苗の生産も切り花、鉢物生産地へ移す例が多く見

られます。一方で、やはり育種や研究部門はオランダ

に残しており、新品種に関する情報は依然としてオラ

ンダに集約される状態が続いています。

《まとめ》
　花の育種には国民性が表れるといいます。わたしも

色々な育種現場を訪れて、「こんな色合いは日本向きで

はない」など思うことも度々です。お客様には日本と

ヨーロッパの違い、さらにはゲルマン系とラテン系の

違いを、文化的背景なども通して肌で感じて頂きたく

思います。一方、「ニッチの市場に合う」、「日本にない

色がほしい」とのお客様の声もあり私心を交えず、お

客様にありのままを見て頂けるよう努力をしています。

　なお、2013 年の FlowerTrials® は、6 月 11 日～ 14

日に予定されています。興味のある方は是非、対馬園

芸研究所 tsushima@snelnet.net までお気軽にお問い合

わせ下さい。皆様のお越しをお待ちしております。

【今回は訪問していない会社・ナーサリーの一覧】
地区／会社・ナーサリー名 主な扱い品目・特徴等

Aalsmeer 地区 
　Floricultura ランの育種
Westland 地区
　Ernst Benary Samenzucht GmbH ドイツの種苗会社
　Brandkamp GmbH Fuchsia、Petunia の育種
　Combinations 育苗苗生産業者
　FloranovaLTD/Vegetalis LTD イギリスの種苗会社
　Florensis Lobelia、Petunia、Echinacea などの育種
　Jonge planten Grunewald bv ドイツの育苗苗生産業者
　Hem Genetics bv　 種苗会社
　KP Holland　 Anthurium、Kalanchoe  、Spathiphyllum の育種
　Lannes フランスDipladenia などの育種
　RijnPlant Anthurium の育種
　Sion Young Plants ランの育苗苗生産業者
　Takii Europe bv タキイ種苗の欧州子会社
　Thomson & Morgan イギリスの種苗会社　Petunia、 Begonia、 Fuchsia
　Volmary Gmbh ドイツの種苗会社　Thunbergia などの育種
Rheinland-Westfalen 地区
　Dummen Poinsettia、 Begonia の育種
　Elsner pac Pelargonium 、Impatiens の育種
　Geranien EndischGmbH/Gartenbau Bongartz Pelargonium 、Impatiens の育種
　Kientzler Jungpflanzen GmbH Impatiens の育種
　Selecta Klemm GmbH Impatiens、Osteospermum、Pelargonium の育種
　Westhoff Lobelia、Verbena、Calibrachoa の育種
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安藤敏夫先生退官祝賀パーティー開催される
渡　辺　　均

☆安藤敏夫教授退官記念祝賀会報告

　平成 24 年 4 月 8 日、本年 3 月 31 日をもって定年を
迎えられた安藤敏夫先生の退官祝賀パーティーが都内
中央区日本橋のマンダリンオリエンタル東京「グラン
ドボールルーム」で盛大に開催されました。安藤敏夫
先生は千葉大学園芸学部花卉園芸学研究室に赴任され
てから 32 年間にわたり研究・教育に多大業績を残し
てこられました。また、業界のオピニオンリーダーと
してご執筆やご講演を通じて花業界に数多くの提言を
行って来られました。このような輝かしいご活躍をさ
れた先生を慕い、祝賀会には 200 名を超える卒業生や
業界関係者が集まりました。
　花葉会副会長の國分尚氏と同幹事の富山昌克氏の司
会・進行のもと、長岡幹事長による履歴紹介、来賓の
東京大学大学院農学生命科学研究科教授　柴田道夫先
生、岐阜大学応用生物科学部教授　福井博一先生、東
京農業大学農学部教授　雨木若慶先生の各先生からご
祝辞を頂戴しました。次に同期生の山田幸子幹事から
安藤敏夫先生に記念品を贈呈しました。その後、安藤
敏夫先生からご挨拶があり、32 年間の教員生活を振り
返り、永年の研究・教育に対する熱い想いをお話しさ
れました。
　トキタ種苗㈱代表取締役会長　時田勉氏のご発声で
乾杯、しばらく歓談の後、先生の同期生の望田明利幹事、

鈴木邦彦幹事、教え子を代表して福永哲也幹事の学生
時代の思い出話をからめたご祝辞がありました。
　会場には先生のご意向で永年の南米調査で撮影され
た膨大なスライドから、選りすぐりの画像が壁面に映
写されました。このスライドは片付け中の先生のお部
屋の中で、先生ご自身が夜遅くまでスライドを選ばれ、
1 枚ずつ画像をパソコンに取り込んで用意されたもので
す。先生が命名されたペチュニアの野生種や南米の風
景、そして先生と南米を同行・調査した若き隊員達も
生きいきとした姿で映し出されておりました。　
　その後、教え子を代表して間宮理枝氏、金谷ゆう氏
から花束が贈呈され、吉池貞蔵氏のご挨拶、盛大な拍
手のなか安藤敏夫先生ご夫妻が退席されパーティーは
お開きとなりました。
　ご退職後は新たに農場を借りられて花卉生産を始め
ていらっしゃいます。今後もこれまでと同様に研究者
としてご研究を継続されるとのことで、これまでとは
異なる角度から花業界に様々な刺激を与えて下さるこ
とと思います。安藤敏夫先生の益々のご健勝をお祈り
申し上げます。
　最後になりましたが、本祝賀記念パーティーの開催
にあたりまして、皆様方から多大な御支援・ご協力を
頂戴したことを、この場を借りて厚く御礼申し上げま

来賓の東京大学大学院農学生命科学研究科 柴田道夫教授の祝辞 　安藤敏夫先生のご挨拶



－ 15 －

す。
　なお、「ペチュニアの遺伝資源とその評価に関する研
究」についての業績は別掲の通りです。花葉会では、

平成 24 年 10 月 21 日に行われました花葉会総会当日、
これらの業績に対して、穂坂八郎賞をお贈りいたしま
した。

間宮理枝氏、金谷ゆう氏から花束贈呈

安藤敏夫先生の履歴

  昭和 21 年 9 月 12 日　千葉県匝瑳郡光町宮川　生まれ

【学　　歴】 昭和 37 年 4 月～ 東京都立豊多摩高等学校
  昭和 40 年 4 月～ 千葉大学園芸学部園芸学科
  昭和 44 年 4 月～ 京都大学大学院農学研究科修士課程
  昭和 46 年 4 月～ 　同　博士課程
  昭和 48 年 3 月 　同　中退

【職　　歴】 昭和 48 年 4 月～ 京都大学助手農学部（蔬菜花卉園芸学研究室　勤務）
  昭和 52 年 4 月～ 　同（附属農場　勤務）
  昭和 55 年 6 月～ 千葉大学助手園芸学部（花卉園芸学研究室　勤務）
  昭和 56 年 6 月～ 　同　助教授
  昭和 59 年 1 月～
  　昭和 60 年 9 月 JICA 派遣専門家（アルゼンチン園芸試験場）（出張）
  平成  7 年 7 月～ 千葉大学教授園芸学部
  平成 14 年 4 月～ 千葉大学園芸学部附属農場長（兼任）
  平成 15 年 4 月～ 千葉大学環境健康フィールド科学センター 副センター長（兼任）
  平成 17 年 4 月～
  　平成 19 年 3 月　　 　同 センター長（兼任）
  平成 19 年 4 月～ 千葉大学教授大学院園芸学研究科
  平成 24 年 3 月 定年退職
  平成 24 年 4 月～ 千葉大学名誉教授

【学会活動】 昭和 44 年～ 園芸学会会員
  平成  5 年 4 月～
  　平成  8 年 3 月 園芸学会編集委員
  平成  8 年 3 月～
  　平成 11 年 4 月 　同編集幹事
  平成 14 年 4 月～
  　平成 16 年 3 月 　同評議員

【学　　位】 昭和 50 年 1 月 25 日 農学博士（京都大学）
  （Studies on factors controlling the dormancy of Dutch iris bulbs with special emphasis on hormonal aspects）

【学会賞など】 平成 12 年 2 月 4 日 　第８回松下幸之助花の万博記念奨励賞
  平成 14 年 4 月 3 日 　園芸学会賞学術賞「ペチュニア属遺伝資源の評価、利用に関する研究」

吉池貞蔵氏のご挨拶
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　園芸人として 60 数年、歩んだ過去をふりかえって、
言いたいことを２、３記すことにする。

第１話　pH のこと　　
　植物を育てるには、pH を いくつにすれば生育がよ
いと、おおよその目安があり、それが常識になっている。
この植物はアルカリでとか、酸性でとか、一般に言わ
れている数値を念頭にして処置されることが多い。
　今から 30 数年も前のことになるが、日産化学の子会
社に日産緑化という会社があり、除草剤の散布作業が
主な仕事であった。除草剤の使用が公害の問題で年々
厳しくなり、それを回避するためにも除草剤の散布事
業以外をしなければならなくなっていた。岩崎社長は、
造園の事業を新たに取り入れるように考えた。それに
は園芸家の協力が必要になり、私の力を借りに来られ
た。わたしもホテル関係の会社の２、３の嘱託をして
いたので快く引き受けた。その会社に野村さんという
化学専門の常務がおられ、その方と気が合い、次から
次と新規の事業について検討をした。その中に、法面
の緑化という事業が始められた。
　簡単に言うと道路を新設するときに生ずる法面をい
かに緑化するかという仕事である。土壌なら今までと
同じく繊維質のものと種子との混合の吹付で済むが、
露出された岩盤も緑化しなければならない要望が出て
きた。そこでいろいろな実験を始めた。勾配がゆるけ
れば土の中に種子と繊維質を混合して厚めに吹き付け
れば、発芽し立派な法面になるが、　道路の法面は少し
でも土地の買収面積を倹約するためにかなり急な斜面
が残されている。中には垂直なところもあり、まとも
な吹付ではほとんど落盤してしまう。どうしたら植生
のできる基盤ができるか、ありとあらゆる知恵を絞っ
てテストがなされた。化学製品から繊維品まであらゆ
るものでテストが行われた。
　そのうちにだめも承知でセメントを使う工法を試し
てみた。頭の中では、pH が８以上では発芽するはずが

常識にこだわるな　常識は絶対でない

小　田　　善　一　郎

ないと決めてはいたが、ためしに倍量のセメントを入
れたものも作った。ピート、バークの混合したものの
中にセメントを混入し、さらに過リン酸石灰を混合し、
少しでもpHを和らげ、その中に種子を混入。コンクリー
トブロックの上に５㎝の厚さで吹き付けた。　
　１週間のちに調査をすると、この堅い層から種子が
発育しているではないか！　驚いた。蒔く前に pH を
調べたが、11.5 の pH であった。まさか発芽するとは思っ
てもいなかったのが見事に発芽している。今までの常
識を完全に覆してしまった。その後、効果の確認のた
めに水を放水し、流出の試験を行ったところ、さすが
セメントの使用だけに、流出はゼロであった。これな
ら十分に実用化できると喜びあった。何とか実用上差
支えないものが出来上がった。工法の名は私と野村さ
んの頭文字をとって「ＯＮ工法」と名付けられた。
　吹付の専門会社東興建設に施工工事をしてもらうこ
とにした。法面工事のほとんどが辺鄙な山間地帯が多
く、特殊な機械が使用されるとともに特殊な技術が要
求されるため、専門の会社に任せることにした。垂直
の岩盤の上を緑化するという今までは想像もできな
かった工事ができるので、道路公団が喜んでとりあげ
てくれ、たちまちに全国で施工され始めた。１㎡の単
価も高価であったが、年間かなりの売り上げの工事を
するようになった。
　この時の実験で pH が 11.5 まで発芽することが分かっ
た。pH12 以上にすると発芽しない。緑化工は農学部
でなく林学部の仕事で、会長は東京農業大学の倉田教
授であった。倉田会長も驚かれ、学会でも注目をされ、
是非にと発表をする羽目になった。pH というものは大
体７を中心に考えられており、８では極端なアルカリ
で、それ以上はまず生育が不可能ということが常識で
あった。ましてや pH10 以上は念頭になかったのが常
識であった。まさか 11.5 で発芽しようとは誰しも考え
られなかった。
　わたしは洋蘭の栽培が本命であるが、カトレアの栽
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培でも無茶苦茶をしている。カトレアなどの着生蘭の
植え込み材料は、ミズゴケか、バークで植えるのが常
識であった。バークはパインかレッドウッドを使われ
ていたが、私は発酵バークを使い一時は成績が良好で
あったが、どうも製品にむらがありすぎ、また腐敗が
早すぎるために、これに代わるものを考えていた。無
茶を承知で燻炭を使ってみることにした。これだけで
は乾燥が激しいので、中にピートを混入し、植えてみ
た。鉢もプラスチックを使い、６号から８号鉢を使っ
て見た。結果は上々で、今まで１花梗に２～３輪しか
咲かなかったのが３～４輪も咲き始めた。今まで見ら
れた花芽の傷みがなく、多くの花芽が咲くようになっ
た。極端な粗放栽培である。燻炭は籾殻を蒸して作るが、
籾殻はただで手にはいる。燻炭はドラムカンで簡単に
できる。コンポスト代がただ、いわば最低のコストで
の栽培である。燻炭の pH でも極端なアルカリだ。カ
トレアがアルカリに強いことはわかっているが、これ
ほどのアルカリに耐えるとは想像もされなかった。生
産費が下がりすぎると、生産のプライドが失われてし
まう。その点ではまずいことをしていると後悔もして
いる。
　次に、常識破りのことを公開しよう。蘭の強敵はウ
イルスである。ちょっと油断をするとウイルスで全滅
することもある。ウイルスにはいろいろの種類がある
が、蘭には軽度のものも多い。花弁に簡単に筋が入る
ものもある。これをカラーブレーキと言っているが、
これらの鉢にコーヒーかすを入れておくとその症状が
消える。完全に退治するのかマスクするのかわからな
いが、とにかく消えてしまう。実用上は問題ない。昔
ココアのかすで実験したこともあったが、ココアのか
すは補給が続かず途中でやめてしまったこともあった
が、今回はコーヒーかすなので，十分に補給できるし、
安心して使える。馬鹿な奴のばかな実験と思ってくだ

さってもいいが、植物の成分には計り知れないものが
潜んでいる。このように常識というものは意外とあて
にならないものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　

第２話　植物公園と植物園
　園芸が好きな外国人たちは、東京に来ると必ず次の
ような質問をする。ボタニカルガーデンに行きたいが
どこにありますかと。そのような問いかけをされると
一瞬戸惑う。稙物公園はあるが、植物園は東大の小石
川植物園しかなく公開されている植物園は皆無である。
彼らは植物公園では物足りず、専門家がいて、植物見
本や腊葉がふんだんにある植物園を言っているのだ。
この時ほど、一園芸家として恥ずかしを感じることは
ない。　
　今からほぼ 30 年も前になるが、園芸文化協会の仕事
をしていた時、日本でもチェルシーショウのようなも
のができないものかと、皆で考えていた。幸いに新宿
御苑と交渉し使えることになり、あの広場を使ってチェ
ルシーもどきの大会を開催したものであった。確か、
３回開催したが、３回で終わってしまった。今思い出
すと本当に惜しいことをしたものだと後悔をする。
　あの当時は園芸文化協会には植村氏、村田氏、岩佐
氏らのそうそうたる方がいて、会長は原参議院議長だっ
た。開催に参加した会社は、種苗会社はもちろん、造
園会社からあらゆる種目の植物の団体や会社が参加し
た。開会の初日には皇太子殿下が美智子妃殿下と来ら
れ、ゆっくりと園内を回られ、ゆっくりとご挨拶をし
たものであった。新宿御苑は、日本の園芸の発祥の原
点である。福羽発三伯爵が初代の園長になられ、そこ
で学ばれた方々の中に次の日本の園芸を背負っていか
れた方々が多く、日本の園芸の原点は新宿御苑であっ
たともいえよう。ここには明治時代に建設された温室
の初期のものからフレームまですべてが残っていたが、
いつのまにか壊されてしまい跡形もなくなってしまっ
た。新宿御苑は所属官庁が変わりすぎた。最初は宮内
庁の所管、その後めまぐるしく変わり、今では環境庁
の管轄になっているが、園芸家の中に行政力のある方
がおられたら、御苑の一部だけでも文部省の所管のも
とに植物園ができたのではなかろうか。特に終戦のと
きなど、その可能性があったのではなかろうか。都内
のど真ん中にあり、100 年以上も育った植栽は素晴らし
い、植物園としては申し分のない場所だと、だれしも
おもわれると思う。夢のような話だが、あの温室を中
心に植物園建設構想でもしたらいかがなものだろう。

Lo.Hannyahime’Shaouten’AM-JOS
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　第 28 回の花葉会サマーセミナーで、会社時代の花の

育種について話をさせていただいたこと、本当にあり

がとうございました。花葉会の関係者の方々、㈱サカ

タのタネの方々に深く感謝しています。

花の育種にあこがれて
　私が生まれたのは昭和 11 年、子供のころは食べるの

がやっとの時代で、野の花以外の草花はほとんど目に

することはありませんでした。しかし、花好きだった

母親からもらった戦前の婦人雑誌の付録の園芸書があ

り、カラーの絵が載っていたので、繰り返し読むうち

に、いつしか花好きが身についたように思っています。

父の転勤で、東京から静岡に移り、中学、高校時代を

静岡で過ごしましたが、花の育種にあこがれるように

なったのは、静岡城内高校（現静岡高校）の生物の教師、

片田先生に出会えたことです。松戸の高等園芸出の先

生ですから、大先輩です。当時、城内にあった先生の

お宅に、毎日曜におじゃまし、キク、ダリア、洋ラン

の手入れの手伝いをして、花づくりの楽しさをいろい

ろ体験させていただきました。宿根草のキクや、球根

草花のダリアから種子を採り、実生から育て、新しい

品種をつくることも、大きな経験でした。

　先生の話されたことで、強く感銘を受けたのは、戦

前に、坂田武雄という人が、100％八重咲きのペチュニ

アをつくり、欧米にその種子を輸出し、その価格が種

子の目方と同じ金よりも高かったという話です。花の

育種を生涯の仕事にしたいという大きな夢が生まれ、

花の仕事をしたいなら千葉大学の園芸学部に入りなさ

いという先生のアドバイスもあり、方向が決まりまし

た。

　学生時代のアルバイト先は、藤沢の自宅から比較的

近い坂田種苗の茅ヶ崎試験場です。社長に手紙を出し

て採用され、大学 2 年、3 年の春と夏休みに働き、その

後の入社に繋がりました。

　私にとって、坂田武雄社長は、神様のような人で、

花の育種をする機会を与えていたことを、今も感謝し

ています。

奈川村に農場を開く
　入社から 40 年余り、花の育種一筋でしたが、退社し

てから、身体も丈夫なこともあり、何かできることは

ないかと考え、夏の涼しい野麦峠の下で、農場を開き

ました。

　若いころスキーが好きで、野麦スキー場のすぐ下に

山小屋を建てたのが今から 30 年前、今は松本市になっ

ていますが、奈川村という人口 2000 人ほどの村で、村

のシンボルがササユリでした。ササユリの中でも大輪

で花を多くつけるヒロハササユリです。森の手入れが

悪くなったために、野生していたものの数が少なくなっ

たと聞き、この増殖を始めたのが、農場を開くことに

したきっかけです。涼しい夏の気候を利用して、トル

コギキョウ、カンパニュラなどの新しい作型開発にも

成功しました。

　農場は標高 1300 ｍ、真夏でも夜温は 20℃以下、昼間

も 30℃を超す日はほとんどありません。おそらく日本

でいちばん高地の農場でしょう。クマ、キツネ、日本

カモシカ、イノシシ、サル、オコジョなどの野生動物

が時々姿を見せるのも楽しみです。

　育種の方は、初めは大豆やアズキ、インゲンなどの

豆類の改良を手がけていましたが、会社時代の上司で

先輩の岩佐吉純氏のアドバイスもあり、再び花の育種

を手がけることにしました。アサガオ、ミニシクラメン、

プリムラ・ポリアンサ、ナデシコ類など。始めてから

8 年を経過し、仕上げの段階に到達し、忙しい毎日を送っ

ています。

　ユニークな画期的な品種が間もなくできあがる予感

がし、夢を追い続けての花の改良は、大きな生きがい

になっています。

夢を追い続け、花の育種に生涯をかける

高　木　　誠
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　サマーセミナーで話を聞かれた方や、都合で参加で

きなかった方が、遠い所まで各地から次々に来場され、

新しい品種に強い興味を示され、例年になく忙しい夏

でした。これからは、期待されている責任を果たせる

よう、完成に向けて頑張ろうと思っています。

手がけている品目について
ユリ

　奈川に農場をつくったきっかけは、前述しましたよ

うに、当地に自生しているササユリをふやしてみたい

と思ったことです。自生しているのは標高 1,000 ～ 1,900

ｍの高地で、6 月末ごろに開花します。山草扱いにされ

ているササユリに比べると、葉幅が広く、花径も大き

く、大球になると一茎に７～８輪も花をつけるので見

事です。正式な文献はありませんが、秋のうちに球根

内で花芽が形成されること、また形態的に見ても、正

にヒロハササユリと考えられます。野生種の中から優

良個体を選抜し、増殖すれば、園芸的な価値も非常に

大きいものになると考えて、手をつけることにしまし

た。ササユリの増殖が難しいのは、耐暑性が非常に弱

いこと、とくに地温の低いところでないと育ちにくい

ことです。繁殖も木子がほとんどつかず、鱗片も薄い

ので、他のユリのような木子繁殖、鱗片繁殖ができま

せん。実生は可能ですが、開花するまで７～８年もか

かるので、メリクロンによる大量増殖を考え、山小屋

のわきに建てた自分用の部屋の地下に培養室をつくり、

選んだ優良個体の増殖を始めました。現在は丈夫で増

殖率のよいロットまでにしぼり込んだところです。ビ

ンから出したものを露地栽培していますが、ノネズミ、

イノシシ、サルに荒らされることが多く、苦労してい

ます。

　ユリは好きな花なので、他にサクユリも始めていま

す。５年前に大島で採種したものをビンの中で播き、

増殖性のよい 10 個体に絞り込んだところです。３年前

に試作用にビンから出したものが、今年の８月に開花

し、優良個体にしぼれるようになりました。ササユリ

に比べると非常に強健で増殖しやすいので、早くもの

になるような気がします。

ミニシクラメン

　ミニシクラメンは、ガーデンシクラメンとして人気

があり、生産量も多いものですが、育種をしていた国

内の種苗会社が止めてしまったことで、フランスやオ

ランダで開発された品種が多く作られています。

　日本人の感性で選んだ新しいＦ1 品種の開発を目指

し、親づくりを始めたのが 10 年前ですが、ここにきて

ようやく完成近くなり、Ｆ1 試作を始めたところです。

丸弁で品のある花容、冬の室内の窓辺を飾るのに適し

た品種を目指しています。もちろん２倍体品種なので、

耐寒性もあり、ガーデンシクラメンとしても使えます。

プリムラ・ポリアンサ

　こちらもスタートから８年、親の揃いもよくなり、

試作を開始したミニシクラメン

ササユリの優良個体 今年開花したサクユリ
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完成も近くなりました。５月中旬に播いたものが、９

月上旬には咲き出し、世界一開花の早いＦ1 品種になる

と思っています。高冷地だから早く咲くのか、完成す

るまでには場所を変えた試作も十分行い、仕上げにもっ

てゆくつもりです。

ナデシコ

　ナデシコも大好きな花の一つ、サカタのタネにいた

時にも多くの品種の開発を手がけたものです。今、手

がけているのは花保ちのよい４倍体の種子から育てる

品種です。一重咲きの切花カーネーションを矮性化し

たものや、トコナツ系を材料に、昨年Ｆ1 組み合わせを

したものが試作段階で、４か月余りも休みなく咲き続

けたのを見て、自分でもびっくりしています。売るほ

ど大量な種子を採るにはまだ数年かかると思いますが、

高冷地と暖地を使い、年２世代をすすめられるので、

頑張って続けていくつもりです。

園芸を広めるために
　茅ヶ崎試験場で、花の育種に取り組んでいたころは

園芸ブームで、各地で園芸講習会が開かれました。話

をするのは苦手でしたが、こと園芸に関することは別

で、会社に依頼があると、よく講師として派遣された

ものです。原稿の依頼も多く、新聞、雑誌にもよく記

事を書きました。著書も 20 を越すほどになりました。

今も年に数回は園芸教室の講師をつとめています。

　５年ほど前から、東京都文京区の中学校の理科担当

の先生たちが、実地の体験をしたいということで、毎

年８月末の２日間、研修にみえます。今年は新しい人

も含め６名が来場されました。中学でも園芸の授業が

あることを聞き、時代が大きく変わったことを感じて

います。ボランティアとして受けたことですが、人の

役に立つことは気持ちのよいものです。

　ハウスの一部にトマトをつくっていますが、水やり

を控えめにしていること、昼夜の温度差が非常に大き

いこともあり、甘味が強く、果肉の風味がよい自慢の

トマトが実ります。先生たちに食べていただき、野菜

づくりの話もしました。自家採種したノザワナの種子

をおみやげに上げ、感謝されました。

現役時代の記念の品種
　サカタのタネ在勤中に育成した品種で、最も印象に

残っているのは何かという質問をよく受けますが、や

はりそれは大きなヒット商品になったカンパニュラ・

メジューム（フウリンソウ）の「チャンピオン」です。

　フウリンソウは、昔から最も好きな花であり、自宅

でも毎年種子を播いて育てていました。夏前に播いて

翌年の６～７月に開花する典型的な二年草なので、夏

越しに失敗することもあり、改良の必要性を感じてい

ました。

　育種を本格的に始めたのは 1986 年、長後農場長に赴

任したころです。初めは誰もがつくりやすい秋播きで

栽培できる品種をつくろうと育種をスタートさせまし

た。花芽分化に必要な条件を変える生態型の育種です。

過去にダイアンサスの二年草を一年草化した経験を生

かし、７月播き、８月播き、９月播きと、毎年播種す

る時期を遅らせて、３年目には９月播きで咲くものを

作り上げました。そして、Ｆ1 品種として完成させたの

が 1990 年、大阪で開かれた F.Expo90 の年です。品種

名も自ら決め、メイシリーズとなりました。カンパニュ

ラのＦ1 品種としては世界で初めてのものです。切り花

試作段階のナデシコ 仕上げの段階に入ったアサガオ
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スタイルのよいものに仕上げたので、営利切花用に広

く利用され、今も作られています。

　秋播き一年草化に成功し、Ｆ1 採種技術を確立したこ

とをきっかけに、さらに大きな夢で春播き一年草化を

目指し、9 月播きから再び播種時期を遅くしてゆく方法

で、２月播きで咲くものに固定させました。温室と電

照設備を使い、年２世代を使い、再スタートから４年

でチャンピオンシリーズを完成させることができまし

た。茅ヶ崎試験場が掛川に移転した直後の 1998 年のフ

ローロ・セレクトで、チャンピオン・ブルー、チャン

ピオン・ピンクがダブル受賞し、金メダルを獲得しま

した。

　フローロ・セレクト（ＦＳ）はヨーロッパにある新

品種の審査会で、ＡＡＳ同様に世界的に権威のある審

査会で、優良品種を世界的に紹介する大きな役割を持っ

ています。

　教会の鐘に似た花型をもつこの花は、キリスト教徒

にとりわけ好まれることで、中南米の高地を利用した

リレー栽培で、世界中に切花が供給されていると聞き

ます。

　自分としては、サカタのタネ現役最後に手がけた品

種ということで、とくに思い出深いものがあります。

当時の金子社長から育種功労賞の表彰状と金一封をい

ただき、よい記念となりました。

　カンパニュラの‘チャンピオン’、ヒビスカスの‘サ

ウザンベル’、ダイアンサスの‘ミーティア’、コリウ

スの‘ハイウェイ’、ペンタスの‘湘南コメット’など、

ドライブなどで遠出すると、思わぬ場所で手掛けた品

種に出会うことがあります。多くの人たちに愛培され

る品種をつくれば、人の役に立つことを改めて感じる

ものです。

育種を志す方々へ
　最後に、これから花の品種改良を自分でもやってみ

ようという人に、ヒントになればと、自分の考えたこと、

やってきたことをまとめてみました。

　どの種類の改良をするのかは、人により違うのは当

然です。アマチュアの人は自分の好きな花、生産者育

種を志す方は、当然、生産品目のうちから種類を選ば

れると思います。育種材料になる品種をよく観察し、

つくりたいと思う育種目標の理想品種をまず決めるこ

とが大切です。

　扱う種類や品種が決まったら、育種方法の知識が必

要です。各花についての参考書は少ないものです。と

くに育種が進んでいない種類では、ほとんど記載した

ものがありません。このため、経験者、学識者のアド

バイスを受けるのが一番です。後は、よく観察したり、

実際に種子を採るために、交配を実験的に行うように

します。なお、最低必要な遺伝、育種園芸の基礎知識は、

大学の教科書をよく読まれることをお勧めします。

　花の育種には、美しいものを選ぶ目が必要です。花

の色や形、茎葉とのバランスなども対象となるので、

日ごろから美に対する感覚をきたえておくことも大切

です。写真を撮ったり、スケッチをしたりすることも、

センスをよくするのに役立ちます。

　夢を持ち、計画したことを実行し、やり遂げるには、

情熱と体力が必要です。日ごろから健康に気を配り、

夢を実現させてください。

現役時代の記念の品種
カンパニュラ・メディウム‘チャンピオン’
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1. 花育活動と花壇植栽の問題事項
　最近、子どもたちの健全な発育のために美しく咲く

花の存在が必要という花育の目的で、小学校や幼稚園

で花作りをする活動が全国的に行われています。これ

までにも述べたように、筆者はボランティアサークル

の人たちとともに、平成 18 年から地元公民館の花壇の

栽培を行っています。その管理の途中で、この市の建

物内の子育て支援施設を利用する幼い子どもたちの多

くが花壇の前を通る度に、きれいに咲く花のそばに立

ち止まって見とれているようすをよく見ており、幼い

子どもたちがいつでも身近に花を見ることができるよ

うな環境の必要性を痛感しています。

　他方、一般の家庭においても花作りの熱は高く、多

くの園芸店で、ほぼ周年花のポット苗が豊富に並べら

れ、販売されています。しかしその内容を見ると、そ

れらのポット苗の多くは一年草の花なので、その苗を

植えて栽培しても、3 ヵ月から 5 カ月程度で花は終わり、

次の苗をまた購入して植える必要に迫られます。当然

宿根草と一年草を組み合わせた新しい植栽方法
～その意義と方法について～

林　　角　郎

その都度植え替えの手間も必要になり、そのわずらわ

しさから、ついつい花作りがおろそかになる例も多い

ようです。

　もう一つの問題としては、これまでの花壇材料によ

る場合は比較的草丈の低い種類や品種が多く、結果と

して花壇は立体感の乏しい平面的な景観になりがちで

す。一般の家庭では樹木と組み合わせたり、容器栽培

では容器の大きさを変えたり、階段を利用するなどし

て立体感を出せますが、公園や公共地等の大きい花壇

では平面的植栽が景観上非常に不利になり、植栽した

量に対し表現されるボリューム感がかなり減殺される

恐れがあります。

　このようにして、一つには花壇のいわば経済上の問

題と、さらに景観的な効果の点から、これまでの花壇

材料に加えて新しい材料の検討と開発、導入の必要性

が痛感されます。

　筆者が行ってきたボランティアの花壇栽培では事実

上限られた労力による栽培から、一年草を育苗しつつ

4 月中旬宿根草の条間の一年草が花盛り 5 月下旬一年草は抜き
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毎回花壇に植込む形式の栽培がまず行き詰まり、この

ため前号に述べたように各方面のご協力によって順次

宿根草に切り替え、これによって労力的にも、また種

苗費等の経費的にもかなり安定した形にすることがで

きました。そして結果的にその材料の特性上適度な草

丈を保って咲く花が多くなり、2012 年の今年の夏花壇

では写真に示すようなかなり立体化された景観を得る

ことができました。

　ただこの宿根草のみでは、春から秋までの景観は保

持できる反面、冬の間には花が全くなくなってしまい、

周年を通し切らさず花で埋めるという本来の目的から

外れることになります。このために冬から春にかけて

は、その期間内に極力長く開花を続ける一年草の材料

を宿根草の株間や条間に植えつけることとし、この宿

根草と一年草の組み合わせによる新しい花壇の植栽方

法について目下検討を行っております。今回はその方

法や意義と、当面選定しているそれぞれの種類、品種

等について、これまで検討した結果を述べたいと思い

ます。

2. この栽培における宿根草の選定基準
　宿根草主体の花壇は、イギリスを中心としたヨーロッ

パ各国で多く行われ、わが国でも検討している種苗会

社も存在し、また各地で実際に宿根草園としての植栽

も見られています。しかし宿根草は概して開花期間が

短く、多くは数日から長くても２～ 3 ヵ月以内で花は

終わります。もちろん開花期間は短くても開花時に印

象の強い種類もあり、それらを組み合わせて多種の株

を少量あて植栽して常にどこかで何かが咲くように配

置することがこれまでの宿根草花壇の基本でした。し

かし、そうは言ってもすべての時季を完全に埋めるこ

とは難しく、とくに大面積の区域を多種の組み合わせ

で常時花で埋めるのは不可能と考えられます。このた

め筆者としては種類が限られても開花期間が年間４ヵ

月以上、できれば６ヵ月程度続く種類を第一の目標と

して選ぶことにしています。この場合継続開花といっ

ても次々と枝が出てその枝に順次咲く連続型と、フラッ

シュがあって一度満開になって花が終わった後、下部

から新しい芽が出てその枝が伸びてまた花が咲くとい

う断続型の種類もあります。この断続型は一時開花は

途絶えますが再度花は見られ、それが年２～３回繰り

返されるということから継続開花として選ぶ中に入れ

ています。

　また開花時の草姿も分枝が多数出て地表を覆うよう

に広がるタイプと別に、株立ち型に枝が上に伸び先端

に花をつけるタイプがあり、この方が開花期も断続型

になりがちです。さらに枝が木化するものはブッシュ

タイプとなり開花しながら樹冠が大きくなります。こ

の場合は冬も枝が残るため、条間に植える一年草の種

類を選ぶ必要がありますが、その点は後述します。

　次に草丈の点も宿根草では種類によりかなり異なる

ため、前述のような立体的景観を高めるために 20㎝か

ら 70㎝程度のものを基本として選んでおり、さらに高

性の種類では生育初期に１～２回摘心して高さを調節

8 月中旬宿根草の開花は続き、秋までこの状態が続く取られ宿根草が伸び出す
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するよう考慮して利用の可否を検討しています。

　さらに種類の検討のためには耐候性も重要で、とく

に夏の高温と乾燥について考慮する必要があります。

夏の暑さは年々厳しくなるように思われ、さらに安房

地域では夏の雨量が極端に少なくなる傾向にあるため

それらに十分耐える性質が望まれます。この点宿根草

は一年草より根が深く張って抵抗性は高いように思わ

れ、その点にも宿根草を取り入れる意義はありますが、

さらに宿根草にの中での違いについても考慮し、実際

に栽培してその抵抗性を確かめております。

3. 当面考えられる宿根草の種類と特性
　このような選定条件のもとで、現在もなお種類や品

種の検討を行っていますが、これまでの栽培結果等か

ら好ましいと思われるものを一つの例として一覧表に

上げましたのでご検討いただきたいと思います。

　前項で述べたように長く開花を続けるということに

重点をおいて選んでいますが、このため花色にかたよ

りがあって、白と青の花の種類が多い状況となってい

ます。また最近はペチュニアの中で宿根性となる品種

も出ていますが、栽培した結果ではまだ安定して株が

残り毎年花を咲かせる確信が得られないので入れてあ

りません。

4. 冬作に利用する一年草の種類と栽培
　以上述べた宿根草は安房地域の場合 12 月中下旬に降

霜があると地上部が枯れ始めるため、その頃に原則と

して地表近くで刈り込んで根株のみとし、条間や株間

に 4 ～ 5 月まで開花する一年草を植えます。このよう

な条件はわが国の場合積雪地域や東北、長野県等の寒

冷地を除けば全国的にかなり広い地域に適合するもの

と思われます。

一年草と組み合わせた周年型花壇用宿根草の種類と特性概要

種類 おもな品種 開花期
（月）

花色 草丈（cm） 繁殖 開花
状況

草型
種 株

ガウラ・リンドハイメリ フェアリーズソング、
ベインズフェアリー、
イノセントフェアリー

５～ 12 薄紅、白、紅 80 ～ 100 ○ ○ 連続 株立ち密生

ネペタ×ファーセニー
（ブルーキャットミント）　　

ワーカーズロー ５～９ 青 50 ～ 60 ― ○ 連続 密生タイプ

エキナセア・プルプレア 各品種 6 ～ 11 紅、黄、橙、白 60 ～ 70 ○ ○ 断続 株立ちタイプ
エリゲロン・カルヴィンスキア
ヌス

源平小菊 4 ～ 10 白から紅 20 ～ 30 ― ○ 連続 密生ひろがり

アキレア・プタルミカ ペリーズホワイト他 ６～ 10 白 20 ～ 30 ― ○ 連続 密生ひろがり
ルドベキア 各品種 7 ～ 10 黄 70 ～ 80 ○ ○ 連続 株立ちタイプ
ヒビスカス ディスコベル他 7 ～ 9 白、桃、紅 60 ～ 80 ○ ○ 断続 ブッシュタイプ
プルンバゴ・アウリクラタ エスカベートブルー　

エスカベートホワイト
6 ～ 11 青、白 40 ～ 60 ○ 挿 連続 ブッシュタイプ

ランタナ・カマラ ハイブリッド 6 ～ 11 桃、黄、白 50 ～ 70 ○ 挿 連続 ブッシュタイプ
サルビア属

（セージ）
アメジストセージ
ラベンダーセージ

6 ～ 11 青紫 60 ～ 80 ― 挿 連続 株立ちタイプ
（要摘心）

カラミンサ・ネペタ 7 ～ 10 白 50 ～ 60 ― ○ 連続
注：繁殖　種は種子により、株は株分けにより、挿は挿し芽により繁殖する。開花状況、草型は筆者の観察による（本文参照）

性質も強く開花期間も長いガウラ
品種はフェアリーズソング

花色、花型の豊富なエキナセアの各品種

広く咲き広がるアキレア・プタルミカ
‘ペリーズホワイト’
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　この冬季間に栽培する種類としては通常の秋まき一

年草が該当しますが、問題は開花の期間で、年末に植

えて直ちにか、間もなく開花して、少なくとも 4 月いっ

ぱいまでは開花の続くことが望まれます。そして株も

よく茂って、これまでに植わっている宿根草の上まで

覆い尽くすことが望まれます。この条件にはビオラや

小輪パンジーの最近の品種が最も適合し、花色を組み

合わせて長期間よい景観を保つことができます。

　しかし、一つの問題は草丈の低いことで、これだけ

では平面的な状態となるため、より草丈の高いもので

開花期間の長い種類も考えておく必要があります。こ

の点当地での経験から述べますと、アイスランドポピー

のカクテル系がまず上げられます。またストックでは

㏍クロカワで最近発表したベイビー系の各色品種も好

ましいと思われます。ストックのこれまで利用されて

いる花壇用品種は開花期間が短く、年末から咲いた株

は 3 月ごろまでに咲き終ってしまいますが、ベイビー

系は茎が強直でわき芽の発生が多いため一度中心花が

咲いた後、下から出る芽も順次開花し、5 月初めまでは

十分開花を続け、枝もよく茂ります。以上の 2 種は草

丈が 30 ～ 50㎝になるため、前述したブッシュ状になっ

て冬越しするプルンバゴやランタナの条間に植えるの

も適しています。

5. 容器栽培への利用
　この宿根草と一年草の組み合わせ栽培は、これまで

花壇の床植え栽培で検討してきましたが、植えつけ方

法を工夫すれば容器栽培も十分可能と思われます。そ

の場合大型容器なら比較的よく茂る宿根草を適当に株

間を開けて植えつけし、年末に地上部を刈り込んで、

その株間に一年草を植えるようにします。またよく使

われるプラスチック製のプランターでは宿根草を 1 箱

に 2 株あて植えてそのまま生育させ、冬には地上部を

刈り込み、株間と両端に一年草を植えます。もちろん

冬には何も植えず別なところで冬越しさせてもよいで

しょうが、一般家庭では場所の余裕のない場合が多い

ので、1 つの容器で植えたまま周年利用を考えたほうが

よいと思われます。

6. 栽培のための種苗の入手と苗の育成方法
　一般の園芸店では前述のように一年草が主体で宿根

草の種類はまだ限定されています。また、種苗会社の

通販では多種扱われる反面やや高価です。この点、今

後苗生産もより多くの種類を扱うようになってほしい

と思いますが、当面は希望者が自身で調達するのもや

むを得ないでしょう。この宿根草の繁殖方法として株

分けや挿し芽等の方法があって、種類によっては元株

を購入後、短期間に繁殖できるものもあります。しか

し期間と手間を考えた場合、種子を購入して一度に必

要量を育苗するのが一番たやすいと考えます。この種

子の入手ですが、最近は国内の種苗会社でも各種の宿

根草の種子を扱うようになっています。ただ取り扱う

量は 1000 粒以上の場合が多く、家庭栽培には不向きで

すが、最近の情報では国内の業者の取り次ぎでドイツ

の専門の会社から購入できるようで、この場合は 50 ～

100 粒の小単位の量から扱い、しかも種類の数がかなり

多いようです。しかし種子の販売のない種類や栄養系

の品種で種苗登録のない品種は元株を購入し、挿し芽

等で繁殖するほかありません。

　ただ、種子からの導入では育苗のわずらわしさがあ

りますが、当地のボランティアサークルでは普通のセ

ルトレイにスーパーミックス等の播種用土を入れて播

き、発芽後ビニルポットに移植するだけで簡単に育苗

しています。したがって家庭の人々が宿根草を種子か

ら取り入れることもさほど困難ではないでしょうが、

さらに容易に各種の苗が購入できる、いわば「宿根草

時代」の到来をひそかに願っております。

7. 今後の取り組みの方向
　以上のようなことで、筆者としては当地のグループ

とともに宿根草と一年草の組み合わせ花壇を今後も続

けて、新しい品目の開発を進める予定です。とくに筆

者としては大型花壇の実例をつくるため、これまで紹

介しているＪＲ館山駅東口花壇に宿根草を導入すべく、

花葉会会員の落合哲平さんにもご協力いただき、館山

市側に働きかけて実現したいと考えています。

　また、現在のところ、筆者自身は花壇栽培のみに的

を絞って考えていますが、この動きが拡大すれば鉢物

生産への宿根草の利用も当然考えられますから、花壇

栽培とともにその進展について、花葉会会員の皆様の

ご検討を切望いたします。
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　今年の花葉会の海外園芸事情視察研修旅行は別項の
とおり、フロリーアードを見学し、イスタンブール、
ブルガリアの自生地探索を行った。
　この数年はメキシコ、モンゴルなどの園芸植物の原
種を訪ねる旅行を実施してきたが、今年のブルガリア
は、コース、天候に恵まれ収穫の多い旅であった。
　ブルガリアはさほど広くない（日本の約３分の１程
度）国土に、ヨーロッパで２番目に多い植物相がある
とされ、イタリア中部とほぼ同緯度に位置する。
　ブルガリア国内に到着し、１泊の後ピリン山脈へ向
かった。ここは今回訪れた山地の中でもっとも南に位
置し、一帯は国立公園として保護されている。
　バスを駐車場にとめ、渓谷沿いに歩き始めると、石
灰岩質の岩山でどこか日本の風景に似ているような感
じである。ダイアンサス、サルビア、ビオラなどをみ

Primula  Polyanthus Group の
原種の 1 つ   Primula elatior

田　中　桃　三

ることができた。しばらく歩くとP.elatior があったが、
花のあとで結実していた。
　なお歩くとやがて残雪があり、その横に紫と白のク
ロッカスが開花しており、そのそばに表紙のP.elatior
が咲いていた。今年は異常気象で、この付近では積雪
が多く、この時期（６月終わり～７月初め）に雪があ
るのは珍しいとの話である。そのため私たちは春の花
から夏の花まで見ることが出来たのであった。
　P.elatior はヨーロッパ一帯に分布するが、東ヨーロッ
パに多く自生する。現在広く栽培されるプリムラ　ポ
リアンサスグループの交配親の一つとして利用されて
きた。セイタカセイヨウサクラソウの和名を持つ。自
生種の花色は黄色だが濃淡がある。赤色もあり、これ
は亜種（P.elatior  ssp.meyeri ＝P.amoena）とされている。
こちらもポリアンサスグループの原種の一つである。

　今回訪れたブルガリア山地には
他にもプリムラ類はあり、P.minima 
P.deorum などがある。後者はブル
ガリアの一部しか見られない貴重
種で、今回はピンク色のほかに白
花種を発見できたことは大変うれ
しいことであった。
　余談ながら、同様の貴重種とし
てPinguicula balcanica（ムシトリ
スミレの一種）があった。本種は
アルバニア、ギリシャにもあるが、
バルカン地方の特産種である。

■ 表紙解説■
 

ピリン山脈付近の風景　向かいの山は翌日登ったリラ山脈

付近の湖　湖の手前の花はPrimula deorum
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経営の概要
　私は山口県下関市で切りバラの栽培をしています。
下関市は山口県を代表する都市の一つであり、人口は
約 28 万人の中核市で、本州の最西端に位置します。こ
こ下関市の気候は複雑で、日本海側気候と瀬戸内海側
気候と太平洋側気候の境界にあたるため、冬場は北西
の季節風の影響で曇天が多く、雨・雪の降る日もあり
ます。西と南を海に囲まれており、響灘を流れる対馬
海流の影響もあって、一日の最高気温と最低気温の差
は小さいのですが、霧が発生しやすい気候となってい
ます。
　生産施設の概要ですが、現在の経営は父を主軸とし
て、母と私とパート従業員６人を合わせた９人で行っ
ており、年間を通じて切りバラを栽培しています。現
在の栽培面積が 1500 坪あり、ガラス温室が２棟、鉄骨
ハウスが４棟で、年間約 45 万本を出荷しています。我
が家の施設園芸の歴史は昭和 44 年頃より、父の代から
始まります。当時の栽培面積は 200 坪の鉄骨ハウスで
の土耕栽培でした。昭和 54 年に 400 坪のガラス温室を
新設し、平成３年にはロックウールによる水耕栽培へ
移行、そして鉄骨ハウスを 400 坪のガラス温室へと建
て替えをし、平成４年に 120 坪の鉄骨ハウスを建て替
え ( 台風 19 号の影響でハウスがつぶれたため )、平成
８年に 160 坪の鉄骨ハウスを新設し、育苗ハウスも新
設。その後、ヒートポンプや炭酸ガス発生機などを導

施設園芸による切りバラ生産

下関バラ部会

西　村　和　喜

入し、さらに平成 20 年に 480 坪の鉄骨ハウスを新設し、
現在に至ります。現在栽培しているスタンダード品種・
スプレー品種は合わせて 35 品種で、主に下関合同花市
場へ出荷しています。

自己紹介
　私は小さい頃よくハウスの中で遊んだり、両親が仕
事をしている様子を見ていたものの、私自身次男とい
うこともあり、仕事の後を継いで農業をしようという
気持ちは特にありませんでした。ですので、中学校を
卒業後、高校も農業高校ではなく、普通高校に進学し
ました。そして高校２年生の時に進学について悩み、
将来自分は何がしたいかを考えた時に両親の仕事をし
ている姿を思い浮かべたのです。小さい頃から両親が
仕事をしている様子をずっと見てきていたせいか、園
芸業界へ進む決心がつくにはさほど時間はかかりませ
んでした。その後、父の知人から紹介された千葉大学
園芸学部園芸別科花卉専攻に入学しました。普通高校
を卒業してからの入学ということもあり、当初は今以
上に園芸について全く分からず、授業中も実習中もあ
たふたしていたのを今でも覚えています。園芸別科花
卉専攻に在籍した２年間はとても充実した時間を過ご
すことができ、さらにその時に出会った仲間達は今で
もかけがえのない存在です。

鉄骨ハウス 家族（右端が筆者）
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研修・就農から現在に至るまで
　園芸別科を修了後、広島県廿日市市にある㈲とくな
が園芸に研修生として 1 年間お世話になりました。㈲
とくなが園芸では栽培されている品種のほとんどがス
プレーバラでハウスの総面積は 1800 坪です。最初は自
分がお手伝い出来ることから仕事を始めましたが、３
週間ぐらいで 150 坪のハウスの管理を任せられました。
園芸別科花卉専攻に在籍していて卒業論文に『バラ』
を課題にしていたものの、毎日が発見の連続でとにか
くがむしゃらに仕事をこなすことに必死でした。１年
間の研修を終え、平成 16 年より実家で切りバラの栽培
を両親と共にスタートしました。
　就農 1 年目は、実家の作業方針を学ぶと共にバラ栽
培についての基本を学び、さらに研修期間の知識を生
かし、いろいろなことを試しながら新品種の栽培等に
励みました。
　２年目以降は、いろいろな珍しい花型のバラや珍し
い花色のバラの栽培に力を入れました。バラでありな
がらカーネーションやラナンキュラスの様な咲き方の
バラや、珍しいグラデーションの花色のバラを栽培す
ることで生花店の要望に応えられるようにということ
と、自分の中でいろいろな品種のバラを栽培してみた
いと思ったからです。
　この頃から、全国大会や後継者交流会に行き始め、
いろいろな人との出会いがあり、人脈を広げることが
出来ました。そこでの講演で知識を学ぶと共に、他県
の生産者と交流したり、ハウスを視察することでとて
も良い刺激も受けました。
　その後、月日が経ち就農６年目で結婚。しかし、今
のバラ栽培の経営では経済面で苦しいので結婚後も妻
にはそのまま仕事を続けてもらっています。ゆくゆく
は一緒に仕事をする予定です。僕は結婚を機により一
層仕事に励み、就農９年目の現在はさまざまなスタン

ダード品種やスプレー品種のバラの栽培を行っていま
す。スタンダード品種・スプレー品種共に、基本とな
る赤色・ピンク色・白色・黄色・オレンジ色の品種は
一年を通じて安定的に出荷できるようにと心がけてい
ます。
　私の農園で栽培しているスタンダード品種の赤色は

「サムライ０８」、「レッドスター」、「レッドフランス」、
ピンク色は「ハニーピンク」、白色は「ティネケ」、黄
色は「ゴールドラッシュ」、オレンジ色は「ミルバ」な
どです。スプレー品種の赤色は「ファンファール」、ピ
ンク色は「アイリーン」、白色は「ビビアン」、黄色は「ゴー
ルデンチャイルド」、「サラ」、オレンジ色は「ベイブ」
などです。
　時期やさまざまなイベントによって生花店が求める
バラの品種は変わってきますが、一年間通して農園の
売れ筋品種は「サムライ０８」、「サラ」、「ベイブ」です。
　品種にもよりますが、最近では昔に比べるとスタン
ダード品種よりもスプレー品種の方が市場での人気は
高いように思えます。これは生花店で花束やアレン
ジの注文等がある場合にスプレー品種の方がよりボ
リュームがあるように見えるからとのことです。その
こともあって、一時はスプレー品種の栽培割合を増や
したものの、スタンダード品種よりも芽かき等の作業
の手間がかかってしまい、春先から夏場の特に忙しい
時期は仕事が追い付かなかったため、現在の栽培割合
はスタンダード品種６：スプレー品種４ぐらいにして
います。

現代バラの生い立ち、現在の栽培方法について
　バラの土耕栽培の生産現場では、土壌の劣悪化、改
植に伴う経費・労力・生産性の低下、栽培圃場の土壌
条件の不均一性に対する肥培管理の難しさ等の問題を

アーチング栽培のようす バラの選別・出荷作業（花市場のセリ日の前々日に行う）
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抱えています。これらを回避するねらいとして、当初
ロックウール栽培が導入されました。その後、肥培管
理の数値化及び省力化が進みましたが、地上部の栽培
管理は従来と変わらず、剪定という難度の高い技術か
ら抜け出せないでいたため、省力化を意識する動きが
出てきました。
　そこで生まれた新技術がロックウールによるアーチ
ング栽培です。アーチング栽培では、生育初期に発生
する新梢をアーチ状にすべて折り下げ、その後に発生
するベーサルシュートを株元から採花します。枝葉部
の折り下げた形状がアーチ形になることからアーチン
グ栽培と命名されました。
　採花位置は常に枝の基部で行うため作業能率が良く、
弱い枝は折り下げるので芽の整理作業の省力化が図ら
れます。しかも剪定という難しい技術が不要となりま
す。また生育が均一でステムの長さが揃うため選花作
業の省力化も図れます。さらに、樹高が低くなる分、
光線利用率が高くなると共に室内環境を平均化するこ
とが容易にもなります。
　ロックウールによるアーチング栽培の場合、主に使
われるのが挿し木苗と接ぎ木苗です。品種によって違
いはありますが、スタンダード品種は接ぎ木苗の方が
採花本数の増加やステムが長くなることが多いように
思えます。挿し木苗の場合はありませんが、接ぎ木苗
の場合は品種によっては台芽がよく出たり、継ぎ口が
膨らんだりと親和性や台木との相性の問題もあります。
数年でスプレー品種を改植する場合は、挿し木苗で栽
培する生産者も多いようです。ちなみに当園ではスタ
ンダード品種は主に接ぎ木苗、スプレー品種は挿し木
苗と接ぎ木苗の両方を使用しています。接ぎ木苗にす
るか挿し木苗にするかは、栽培方法や品種の特性によっ
て違ってきますので生産者が適宜判断しています。

課題と今後の目標
　栽培していると解決すべき課題や疑問点は次から次
へと出てきます。そのうち３つの大きな課題を挙げさ
せていただきます。
　一つ目の課題は、現在の経営は父が主体なので、栽
培技術を含めて農園の経営を私が中心となって進めて
いけるようになること。
　二つ目の課題は、現在の出荷は主に地元の市場だけ
なので、他市場への出荷も含めた販売先の販路を広げ
ていくこと。
　三つ目の課題は母の日・父の日やクリスマスシーズ
ンや卒業式・入学式シーズンはバラの需要はあります
が、真夏や特にイベント事がない月などにどうやって
バラの需要を増やせるかです。また、クリスマスシー
ズンや卒業式・入学式シーズンは、バラの栽培にとっ
て重油の燃料費やヒートポンプの電気料金などとても
コストがかかる時期なので、その時期にいかにコスト
を下げられるかも大きな課題です。
　さらに数年前から輸入切りバラが大量に市場に流通
し始めたため、その輸入品との対抗・住み分けという
意味でも、今まで以上に品質の向上や、採花本数の増
加を目指すことで経営の安定化を図っていきたいと考
えています。また、新技術や新品種の導入、さらにオ
リジナル品種の育種等が目標です。その中で現在の栽
培面積を維持しながら、この先もずっとバラの栽培を
続けていきたいと思っています。
　バラは周年出荷のため、１年間ほとんど休みは有り
ません。私自身、小さい頃から家族旅行には一度も行っ
たことがありませんでした。これからは、家族、パー
ト従業員を含め仕事を上手に分担して時間の余裕を作
り、年に１度くらいは家族旅行に行けるようになるこ
とも大きな目標の一つです。

最後に一言
　バラというのは人に贈る花の中でも特別なものだと
私は思います。私が一生懸命にバラを栽培することで

『誰かが誰かを喜ばせよう』とするお手伝いが出来るこ
とがこの仕事の魅力だと思います。私が栽培したバラ
でたくさんの人が笑顔になることを期待しながら、こ
れからもバラの栽培を頑張っていきたいと思っていま
す。

つねに市場で高値で取引されているサムライ 08
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3.11 被災花卉生産者のための義援金
～　失望と感謝の 90 日　～

☆ 3.11 被災花卉生産者のための募金事業報告

　2011 年３月 11 日の東北地方太平洋沖地震と原発事
故によって被災した花卉生産者（以下、生産者）のた
めに設けた「3.11 被災花き生産者のための義援金」（以
下、義援金）の経緯を報告する。次は「西日本大震災」
を示唆する「東日本大震災」は使いたくなかった。
　４月の幹事会で「生産者の被害は大きくない。４～
５件だけ」という市場情報を聞いた。これを信じたの
は失敗だった。５月 29 日、「鶴島久男氏を送る会」で
矢祭の金沢美浩氏から、深刻な生産者の被災状況を聞
いた。６月８日、幹事長に「義援金として花葉会基金
から 1000 万円を出動する提案をしたい。そのために臨
時幹事会を」と提案した。だが、その臨時幹事会（６
月 26 日）で提案は否決。賛成意見は山下幹事だけ。彼
女は議員として「勘所」が分かるようだ。その通り、
これは花葉会が男？になる絶好のチャンス、花葉会発
展の支えになるはずなのだ。次回幹事会で、各自、震
災関係事業を提案することとした。７月 24 日の幹事会
で「広く募金し、不足分を花葉会基金で補い 1000 万円
を義援金として被災生産者代表に渡す」という代案に
賛意を得た。渡辺均副会長提案の「被災生産者の子弟
を対象とした就学支援奨学金」、幹事長他数人の提案に
よる現地セミナーも事業として計画された。基金の出
動はもちろん総会の議決を待たねばならないが、とも
かく義援金活動は動き出した。
　まず、義援金の受け皿を作る必要があった。花葉会

は、生産者の被災状況に応じて、義援金を傾斜配分す
ることを求めたので、受け皿には大きな負担を強いる
ことが想定されていた。宮城県では「宮城県花と緑普
及促進協議会」（百々喜明会長）が引き受けてくれた。
実務を担ったのは県農林水産部農産園芸環境課の足立
陽子氏である。茨城県では「（社）茨城県花き園芸協
会」（久家源一会長）が引き受けてくれた。実務は県産
地振興課の矢島めぐみ氏である。残りの３県は時間が
かかった。岩手県では生産者の全県組織が廃止されて
いた。専門技術員の川村浩美氏に協力を得て、戸定会
OB の佐藤明氏に「岩手県被災花き生産者を支援する
会」を設立してもらい、現地業務をお願いした。福島
県には生産者の全県組織「福島県花と緑の国つくり協
議会」があるが、事務局が JA 全農福島のためか、「あ
らゆる組織と無関係に、生産者に支援金を」と求める
花葉会に対して、「農協組合員なら、配れますけど」と、
断られた。やむなく、当時、福島県鉢花生産者協議会
の副会長であった高玉恵治氏に、受け皿として「福島
県花卉生産者復興協議会」を設立して頂いた。私は、
その設立総会に参加して、花葉会の趣旨を説明し、協
力を依頼した。事態が最も複雑であるはずの福島県か
ら、非常に詳細な被災状況が報告されてきた。福島県
で行政の協力が得られなかったのは仕方がない。千葉
県には花卉生産者の全県組織として「千葉県花き園芸
組合連合会」があるが、県内被害が北部に集中しており、

義援金贈呈式より



－ 39 －

実態がつかめないとの理由で受け皿を断られた。やむ
なく「ちば花と緑の会」会長の小澤和英氏に受け皿と
して「千葉県海匝地区等被災花卉生産者を励ます会」
を設立してもらった。実務は海匝農業事務所の松若真
由美と間宮悠介両氏である。旭市を中心とした被災地
の詳細な状況が調べられた。上記５組織の総体を「東
北地方太平洋沖地震で被災した花卉生産者の会」と称
して義援金の直接の受け皿となり、５県への配分、更
には個々の被災生産者への配分をお願いした。この配
分に花葉会は関与しなかった。
　９月１日、花葉会サマーセミナーへの過去の参加者
1089 名に義援金のお願いを送り、花葉会ホームページ
に同文を掲載。９月 13 日、花葉会会員 1044 名に同文
を送る。10 月 23 日の花葉会総会で、この義援金活動と
就学支援奨学金が、総額 1200 万円の事業として承認さ
れた。各県の花卉関係組織の代表者、知人などに、地
方の義援金の取りまとめを依頼するなど、11 月末まで
の 90 日間義援金の募集に私は傾注した。失望と感謝の
双極、そんな 90 日だった。日本花卉生産協会から協賛
を断られた。花葉会は任意団体で格下、それが理由ら
しい。協力を断る県の大物生産者もいた。
　最終的には、全ての都道府県から 275 件、計 571 万
1567 円の義援金を頂き、これに花葉会基金から 496 万
5946 円を補填して総額 1028 万円とし、12 月 18 日、千
葉大学園芸学部内 100 周年記念戸定ヶ丘ホールで開催
した「3.11 被災花卉生産者のための義援金」の贈呈式
で「東北地方太平洋沖地震で被災した花卉生産者の会」
代表、高玉恵治氏へ義援金の満額を手渡した。同会は
合議にて岩手県に 36 万円、宮城県に 360 万円、福島県
に 482 万円、茨城県に 60 万円、千葉県に 90 万円を配
分した。県内でも義援金は事情に応じて傾斜配分され
ていった。集計された重大被害の生産者は 171 戸。被
災者はあまりにも多く、支援金は一戸平均６万円にし

義援金贈呈式より

会計報告
　収　入
　義援金     5,691,567
　締切以降募金  　　20,000
　義援金贈呈式交流会費 　　37,000
　花葉会から  　4,965,946
　合　計   10,714,513 円

　支　出
　５県へ義援金  10,280,000
　花葉会負担振込手数料 　　48,864
　事務費   　　33,149
　交流会費        　　60,000
　旅費   　　89,080
　合　計   10,714,513 円
　差　引                  0 円

かならなかった。活動経費はすべて花葉会が賄ったが、
届けられたのは支援したいという、全国の、普通の人
の普通の心だけだった。精一杯の努力とはいえ、非力
を痛感する結末となった。
　人がこれほど鮮明に見えたことはない。生涯、決し
て忘れることはないが、失望した人の事は口にせず、
感謝したい人だけにその意を表すことにした。明日は
我が身。情けは人のためならず。人はやはり、心を鍛
えておかねばいけない、と思った。馬脚はこんな時に
顕れる。
　頂いた義援金に軽重はないが、特記させてもらえる
なら、社員一同の募金をまとめて頂いた河野メリクロ
ングループ、日本の生産者を支援するために台湾の花
卉生産者組織＝中華文心蘭産銷發展協會がもちよった
オンシジウム切花を、銀座の街角でさしあげて、義援
金を集めた切花輸入商社＝トップライン、地球の反対
側アルゼンチンからの義援金、それになにより貧者の
一灯・・・心豊かな人がいっぱいだった。それに現地
で情報収集と義援金の配分に尽力された方々に対して
も、ここに万感の思いを込めて、謝意を表する次第で
ある。                         （花葉会名誉会長：安藤敏夫）
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　2011 年は、3.11 の震災の影響で、サマーセミナーを
休みました。また今回は花葉会会長の安藤敏夫先生が、
定年を迎えられ、千葉大学名誉教授になられました。
今までの内容と、ご功績と、そのセミナーの完成形と
して、育種をテーマに選ばせて頂きました。後任の三
吉一光教授も育種を専門とされており、一つの節目と
なりました。
　「育種」には夢と希望があります。そして日本の園芸
の伝統的お家芸です。オランダで開催中のフロリアー
ドのコンテストには、日本の育種家の出品が行われ、
高い評価を得ています。
　経済的分析と、専門家による技術情報と、個人育種
家に接点を持つ、活動家からの現場での問題点提起、
そして世界で評価される品種を出してきた育種家の実
践論で構成されました。

　セミナーに参加された方々は、育種の実践をされて
いる方が多く、その育種力をさらに研ぎ澄まし、また
マーケットを切り開く力にされたものと確信します。

6 月 23 日（土）
オープニング挨拶
花葉会幹事長　株式会社ＦＡＪ取締役　長岡　求
　昨年のセミナー開催を震災と電力不足から見送った
いきさつ、また被災地への支援活動の紹介などと、今
回のセミナー開催、テーマの選択の趣旨が説明されま
した。とくに花葉会会長である、安藤教授（現千葉大
学名誉教授）の退官に当たり、三吉先生が教授となら
れたこと、また今までのセミナーの内容からのテーマ
選択のことが述べられ、今回の講師陣と、２日間の日
程の紹介が行われました。

花産業に夢とロマンを
～新たな時代を切り拓く生産者育種、花卉生産の未来を切り開く～

サカタテクノサービス

久保田　芳久

☆第 28 回「2012 年 花葉会サマーセミナー」レポート　 6 月 23、24 日 千葉大学けやき会館

会場のようす
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現代社会の消費動向～花業界のこれからの販売戦略を考える～
㈱ジェイ・エム・アール生活総合研究所
代表取締役　松田　久一
　内容はまさにテーマ通り、「現代社会の消費動向」そ
のものでした。そして「不景気だから」を理由に説明
されてきた、いままでのこの業界の理由付けが否定さ
れました。多くの資料を繰り出し、「売れないのは不景
気でなく、変化する消費動向にある」とし、販売側の
対応を問題視しました。
　バブル崩壊後の長期低迷がもたらしたものに、世代
交代による需要の質的転換を挙げます。バブル崩壊後
の世代はすでに 20 代を過ぎ、30 代になりました。「収
入に見合った支出」「嫌消費世代の台頭」など新鮮な語
句が飛び出します。その世代は、生涯収入を 10％は低
く見積もっており、年功序列による収入の増は見てい
ないのです。老後の年金は下がると想定します。平均
寿命は 85 歳と想定し、医療費は増えると予測します。
これらは収入の使い道を預貯金に向かわせ、この世代
の平均消費性向は、上の世代より低くならざるを得な
いのです。
　結果「車を買うなんてバカじゃない」になります。
車は移動手段であり、夢ではないのです。高度成長期
の若者（団塊の世代）があこがれた海外旅行も「日本
語が通じなくて面倒」とさめているのです。
　この需要と供給のミスマッチ、産業側はこれに変化
できていないのです。だから「売れない」になります。
　解決の手段に「市場プラットホーム発想」を挙げます。
プラットホームとは市場の「様々な関与者をつなぐ機
能」です。それに則り、4 つの転換ポイントを紹介しま
した。
① 「花」は消費者にとってどのような価値を提供でき
るのか。花のある生活とは何なのか。車が物でなく、
移動端末になろうとしている。
② 花を消費者に提供するための関与者や協力者を、川

上から川下までだけでなく、業界の垣根を越えて洗い
出す必要がある。
③ プラットホームの実体作り。価値提供に関わる関与
者が明確になれば、多くの売り手と多用な消費者とを
結びつける機能の実体化ができる。
④ 成功の鍵を握るのは「ネットワーク外部性」と呼ば
れる売り手と買い手の相互作用を生み出す事である。
　今まで自分たちが描いてきた、現状の常識の転換を
迫られた内容に、多くの参加者が考えさせられ、刺激
された時間となりました。セミナー後のアンケートで
も「松田先生の話が聞けてよかった」の記述が多かっ
たです。

生産者育種に求められる育種の基礎知識
千葉大学大学院園芸学研究科　教授　三吉　一光
　表題どおり、「基礎知識」に徹した講演内容ですが、
三吉先生は、その意義や、見落としやすいことなど、
生産者の立場に立った説明に終始した講演でした。
　生産者育種はオリジナル品種を持ち、有利に販売で
きる醍醐味を持ちます。その選抜の場が生産の場なの
で自園に適した品種となり、広域に適応する必要はあ
りません。また、種苗会社が扱う品目は、マーケット
規模が大きくなければなりませんが、その必要が無い
のです。育種対象となっていない品目を狙えばよいの
です。趣味家の育種が進んだ江戸時代、変わりものを
見出す育種でした。新しい植物を作る事ができるのは、
楽しい事なのです。
　育種目標を立てる。これは、日々生産し、市場に、
売店に出す生産者には日々必要と感じるものが多々あ
ります。「こうだったらいいなあ」、これをメモしてお
きます。会社組織のようにかしこまったものでなくて
よいのです。
　各論は詳しくなりました。栄養系と実生系の特徴、
導入育種、純系選抜法、交雑育種、突然変異育種、倍
数性育種などです。それぞれパワーポイントの画像使

松田久一氏 三吉一光氏
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用で、解りやすく説明されました。
　見落としやすいこととして、栄養系品種では、繁殖
法の確立、ウイルスやウイロイドの感染など。種子繁
殖の品種では、採種のノウハウです。ここの問題は、
種苗の安定供給です。これには、種苗会社と手を組ん
だり、研究機関と共同作業をすることもありえます。
　花の生産者育種で、その成果を披露し、情報交換で
きる共通の場の創設が、わが国に必要でしょう。また
大学の役割は理論的な裏付けを行う、知財センター的
役割も求められると考えます。

最新の育種技術が拓く花の魅力
北海道大学　北方生物圏フィールド科学センター　
准教授　星野　洋一郎
　育種学を正面から取上げ、その難しいそれぞれの項
目を、画像を駆使し、解りやすく説明した講演でした。
現場の実践者にとって、現在の育種の手法の発展のす
ばらしさを聞く機会が少ない中、「ここまで出来るんだ」
と思わせる内容です。
　千葉大学三位研究室の成果、青いコチョウラン、青
いダリアの画像でスタートし、オランダのフロリアー
ド 2012 の出展に個人育種の花が送られている事も紹介
し、日本の育種の水準が高い事も示され、内容に入っ
てゆきました。
　「遺伝子組み換えの仕組み」、「突然変異の力」、「雑種
を作るための胚珠培養・胚培養」などに触れ、より具
体的な項目に移りました。
　「交雑を成功させるための３つのポイント」として（1）
花粉の性質・保存・稔性チェック、（2）胚珠サイズ（種
子サイズ）が大きい方を母親に用いる、（3）胚珠培養・
胚培養を上手に使うために必要なことを知る、などの
より深堀した説明です。
　星野先生ご自身で経験された事柄、発見も取上げら
れ、「染色体数の違いが交雑を妨げるか？」、「不和合性
を乗り越える新しい試み」、「花の相称性を制御する仕

組みと形をデザインする育種の可能性」、「倍数性育種
の新たなコンセプト」などが語られました。最新情報
です。
　講演内容は、生産者レベルには少々高い所ではあり
ますが、育種技術の到達点を知っておく事は、この業
界にいる者として、必要な事柄です。

6 月 24 日（日）
2 日目オープニング挨拶
花葉会会長　千葉大学名誉教授　安藤　敏夫
　今回の退官の挨拶と、三吉教授との交代の紹介をさ
れ、今まで強く訴えていた「防衛育種」の必要性を説
きました。そして 10 年程前から「生産者育種」の定義・
定着を図り、その重要性を、花葉会サマーセミナー等
の活動を通じ、生産・流通段階に広く警鐘してきたこ
と。また花卉推進への提言を通じ、国の農政にも強く
反映されていることなどを述べられました。「今回のセ
ミナーで是非、有意義に学習していただきたい」と結び、
挨拶に代えさせていただきました。
　
オリジナル品種と技術開発による新たな産地作りと活
性化～島根の新たな挑戦～
島根県農業技術センター栽培研究部科長　川村　通
　花の産地として、意外と知られていない島根県が、
それを払拭するかのように、活発な活動をしている状
況を発表していただきました。大根島のボタンは古く
から知られていますが、トルコギキョウの自家育種を
長く営む農家があり、これを県として取上げ、また関
西で有名なシクラメン産地の夏の作物としてのアジサ
イ育種を県が手がけています。
　松江市八束町大根島、干拓と干拓中止で知られる喫
水湖の中海に浮かぶ島です。ボタンで知られ、苗の行
商のおばさん達が、大きな荷をしょって町々を売り歩
いていた昔。今は観光のボタン園が人を呼びます。個
人育種の品種を県として登録、海外にも販路のマーケッ

星野洋一郎氏 川村通氏
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ティングを行います。切花流通に減圧包装技術を県が
開発しました。
　島根県のトルコギキョウの育種家、別木氏の品種を
買い上げ、固定し、増殖、配布を行います。これを象
徴品種とし、作りやすいメーカーの F1 品種と組み合わ
せて奨励し、トルコギキョウ栽培農家の戸数を増やし、
100 戸を超える産地になりました。
　シクラメンは西日本で有数の産地でしたが、夏の作
目は様々でした。若い農家が多く、アジサイの育種を
県が行い、フラワー＆ガーデンショウで注目された万
華鏡、美雲などの品種を奨励します。
　生産者育種を県が取上げ、マーケッティングを行い、
産地拡大を図り、県も育種に加わる農家と一体になっ
た姿勢と努力に、共感する会場でした。
　
世界が注目する日本の生産者育種
～知財輸出の可能性とアプローチの道筋～
㈲Ｊ＆Ｈジャパン ゼネラルマネージャー　水野　勝義
　水野氏の会社は、生産部門の他、ライセンス管理部
門があり、海外の品種の日本やアジアでの代理店業務
を行い、また国内育種家の海外への品種紹介を行って
います。そのための産地としての基礎情報と、実践の
話をして頂きました。
　「育成者権とは」に始まります。「法律と知財」「なぜ
パテント品種にするのか」「品種登録の要件」「育成者
権でビジネスをするには」など、プロならではの言語
が淀みなく出ます。海外への品種紹介では、「どこがマー
ケット対象になるか」として、アメリカ、ヨーロッパ、
アジアの状況を説明します。パテント管理会社の仕事
の説明は、地味で大変と思います。
　生産者・趣味家・個人による育種はこれからの一つ
の流れとし、「生産飽和やマーケット縮小につれての質
的向上要求」があり、これに応える品種の育成が必要
となります。
　育成品種を活かせる企業の利用として、世界に展開

するプルーブンウイナーズの紹介が行われました。

生産者育種の現場に見える課題と可能性
ビスタ・エフ・エフ（Vista Future Flower Inc.）
代表　佐藤　和規
　長い第一園芸勤務時代に築いた育種と育苗の技術を
生かし、スターチス類やプリムラ、ペンタスなど多く
の品種を世に出してきた佐藤代表は、2006 年から生産
者育種のサポートを生業にし、2011 年から自身の育種
会社 Vista Future Flower Inc. を立ち上げ、活躍中です。
　実際に各地の個人育種家を訪問すると、問題点が山
積みであり、現場職・プロの目からの厳しいご指摘を
拝聴した講演でした。まさに「課題」です。
　「第一章生産者育種の課題」が主体となりました。
① 育種の目的が不純　既存品種と異なった形質でそれ
が安定していれば登録可能なので「登録品種保持者」
になれる。しかし、自園の経営に役立っていると聞い
たことがない。
② 育種目的が不明確　何をどう変えたいのか、単に実
生を行っただけ。品種の経済性もなく、登録後の抹消、
出願取り下げの事例が多い。
③ 育種素材が少ない　既存の市販されているものな
ど、材料が安易で少ない。当然飛躍する品種は生まれ
ない。
④ 交配操作が曖昧　組み合わせによっては不稔。花の
構造もよく解らなかった。素材が同じ固体の枝代わり
であったなど。
⑤ 素材収集そのものを間違えている　○○デージー、
○○ギクなど仲間が異なり、名が似ているものが多い。
いくら交配しても種子は採れないと言う声を聞く。
⑥ 交配育種の基本が理解されていない　F1 世代は形質
が揃い、F2 になって両親の形質組み合わせの分離が起
こる。メンデルの法則で学んだはず。F1 であきらめる
人が多い。
⑦ 知識が偏重　どんな花にも歴史がある。最新品種の

水野勝義氏 佐藤和規氏
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みに知識が偏り、昔の品種を知らない。どんな時代に
どんな品種が流通していたか、不勉強。
⑧ 育苗技術が稚拙　狙った交配が成功し、得られた種
子から育種が始まる。育苗技術の優劣でその後の成果
に大きな差がでる。
⑨ 寡作で十分　自園の経営改善に少しでも貢献できる
ものであったなら、寡作で十分。実生から選んだもの
に次々名を付け品種登録出願している人もいる。
⑩ まとめ　個人育種家と言っても、上から下まで雲泥
の差がある。種苗会社顔負けの技術や知識を持ち、高
好感度の品種を出す人から、ウイルスの斑を新品種と
して出願する人まで居る。
　「第二章　生産者育種の可能性」ですが、講演の時間
が足りず、この章は十分には話せませんでした。残念
です。
　①美しいものを追求しよう　②強い個性を与えよう
③自分の環境を生かそう　④成功報酬は？　⑤生産者
育種の将来性　で構成されます。
　10 年も続くマーケットの縮小を止め、成長に転ずる
契機を掴むためにも、生産者は消費者に「易しく楽し
く美しく」を何度も感じてもらえる、商品と情報を出
し続けることですと、まとめられました。

企業育種と個人育種を生きて 50 年
～技術と夢とその可能性と限界と～
元㈱サカタのタネ長後農場　場長　高木　誠
　高木氏は 1960 年から 40 年以上企業育種に取り組み、
定年後再び個人の自由な育種に取り組んでいます。そ
の話の中で一貫した流れは「花を育種する夢」です。
土の香のする穏やかな口調に、花を愛する者の人生が
にじみ出ていました。
　その高木氏に一番大きな影響を与えた人物は、坂田
種苗㈱の創設者、坂田武雄社長（当時）です。「人に喜
ばれる品種をつくれば、必ず売れるし、利益も得られる。
仕事は楽しんでやれ」といつも言われていました。「日

本の花を世界に紹介したい」と言われ、日本の文化で
あるアサガオ、ケイトウ、キクを素材によい品種をつ
くることが大きな使命でした。「AAS に入賞する品種
を作りなさい」。高木氏の AAS 受賞数は坂田の育種陣
の中で最多です。ケイトウのゴールデントライアンフ、
ヤグルマギクのスノーボール、アサガオのアーリーコー
ルがまず入賞します。
　F1 の開発に取り組み、ヒビスカスのサウザンベル

（AAS）、カーネーションのピカデリージュリエット
（AAS）、プリムラのセブンティー、グロキシニアのブ
ロケードなどを作出します。
　1986 年に長後農場長となり、プラグセル産業で使え
る品種を作出します。カンパニュラのメイ、チャンピ
オン（フローロセレクト）、デルフィニュームのキャン
ドルシリーズ、カワラナデシコの F1 ミーティア、フォ
トン（AAS）、ペンタス湘南コメットを作出しました。
それぞれにこだわりと理由があり、どこに目を付け育
種し、生産性ある商品化に持っていくか。どこが評価
されて受賞したかなど、夢を持ち、夢を実現してきた
ことを語りました。
　現在は自由な個人育種家として、神奈川県内と長野
県の海抜 1300m の高地を使った育種（年に 2 回の交配
が可能）に取り組んでおり、成果は仕上がりつつあり
ます。

　今回の講師陣は、経済面、技術面、実践面、販売面、
体験談と育種にまつわる情報を、内容、角度を変えつ
つ構成されました。その日に回収されたアンケートに
も「二日間の流れにストーリがあって良かった」「パネ
リストのレベルの高さに驚き。今後の参考になった」「育
種のベーシックな所から現在の先端まで概略がわかっ
た」「生産者にとって、生産者育種の必要性、可能性、
有利な点を感じた」「各講演、いずれも強いパワーを感
じました」「生産者育種をテーマにできるのは花葉会し
かありません」など、ありがたいご意見を多数頂きま
した。

◎テキスト購入希望の方は、代金 2,000 円（送料込）を
添えて、下記へお申し込みください。
〒 271-8510　松戸市松戸 648
千葉大学園芸学部花卉園芸学研究室内「花葉会」事務局
☎ 047-308-8810  郵貯銀行振替：東京 5-1334 花葉会

◎第 29 回 2013 年花葉サマーセミナーの開催予定
日時　平成 25 年７月 20 日㈯・21 日㈰
会場　千葉大学園芸学部合同講義室高木誠氏
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フロリアードとブルガリアの
原産植物を訪ねる旅に参加して

長　岡　　求

☆花葉会海外園芸事情調査報告

　2012 年、第 23 回目となる花葉会海外園芸事情調査は
フロリアードの開催に合わせ、トルコからブルガリア
に入るコースを組んだ。期間は当初 6 月 25 日から 7 月
4 日までの 9 日間として募集を開始したが、乗り継ぎの
関係から 7 月 5 日（木）までの 10 日間になった。オラ
ンダではフロリアードを視察し、乗り継ぎ地であるイ
スタンブールではモスクやバザールなど市内観光をス
ケジュールに組み込み、ブルガリアは高山植物を見て
まわるコースを組んだ。そして国際航空旅行サービス
㈱より『フロリアードとブルガリアの原産植物を訪ね
る旅』と銘打って募集したところ、かつてないほど多
くの 36 名から参加申込を集めた。
　
6 月 26 日（火）
　9:15 に成田空港ロビーに集合。トルコ航空の便が 1
時間遅れで到着したことから約 1 時間遅れの出発と
なった。イスタンブールの空港で米国から参加の石原
夫妻と合流。石原夫妻はロサンゼルスでガーデンセン
ター San Gabriel Nursery を開くことで知られ、メキシ
コに続いての参加である。イスタンブールまで成田か
ら 11 時間、そこでの乗り継ぎは 1 時間ほど。オランダ
のスキポール空港には 22 時頃に到着し、近くのホテル

に投宿した。

6 月 27 日（水）
　朝 7 時にホテルをバスで出発してフロリアードの会
場があるフェンローに向かう。会場には 10 時頃に到
着。日本国政府出展事務局の田中事務局長と花普及セ
ンターから派遣された三井さんの出迎えを受けて入場
した。そして、入り口近くにある川口市出展の日本庭園、
政府苑の出展ブースがある「グリーンエンジン」エリ
ア、オランダ王国のパビリオンの順で案内していただ
いた。川口市の出展は日本庭園ということでクロチク
などを使った庭になっていたが、ナツボダイジュ（Tilia 
platyphyllos）がシンボルツリーのように目立ち、日本

庭園というには少し異質な感じがした。オランダのパ
ビリオンも見るものが少なく、期待はずれだった。唯一、
グリーンエンジンはそれなりに植物の展示があり、特
に日本ブースは見ごたえがあった。訪問時はサカタの
タネの企業出展があり、日本のお家芸といえるトルコ
ギキョウが多数展示に利用されていた。日本ブースの
スタッフの面々と出会い、サカタのタネの堀田氏らと
記念撮影をした。
　以上の 3 ヶ所を巡ってお昼になり、みんなで食事を

フロリアード　ベルギーパビリオンの屋上緑化 フロリアード　ナツボダイジュのエスパリエ仕立て



－ 46 －

イスタンブール　アヤソフィア聖堂のタイル イスタンブール　オールドバザールにて鉢物の販売風景

とり、それ以降 16 時半まで、約 3 時間の自由行動と
なった。私は今回で 3 度目のフロリアード視察だった
が、以前の 2 回は目新しい花々が多数植えられていた
が、今回は種類を展示するというよりも自然風の植栽
を目指しているように見えた。会場となったフェンロー
はオランダの内陸部、ドイツ国境に近い場所に立地し、
元々あった森や貯水池を残し、宿根草や日本のワイル
ドフラワーと呼ばれる秋播き一年草のバラマキ種子に
よる花壇を多用するなど、自然風の修景に工夫が見ら
れた。そんな中でナツボダイジュのエスパリエ仕立て
や、束ねたヤナギを曲げたプリーチング仕立てなど、
日本では珍しい仕立てが目を引いた。その他、パビリ
オンのエリアは東南アジアやアフリカなど途上国の出
展が中心で、中身は物品販売になっていて、花の文化
交流を目指す花博には物足りないと感じた。
　花博会場を 16 時半に出て、そのままデュッセルドル
フのホテルに向かい投宿した。

6 月 28 日（木）
　朝 5 時にホテルを出発して空港に向かい、空路イス
タンブールへ。イスタンブールには 12 時頃に到着。迎
えのバスに乗り、昼食をとるために橋の下にあるレス
トランに向かった。昼食後、訪れたのはアヤソフィア
聖堂。約 1,500 年前に建てられた古い聖堂で、壁面はブ
ルーのタイルが貼られ、古い様式が残る数少ない聖堂。
トルコの国花はチューリップだが、それはオスマン帝
国の時代、国教となったイスラム教が偶像崇拝を禁止
していて、キリスト教が聖堂の内部にイエスや十字
架、聖者のイコンなどが配置されるのに対して、人物
に関係するものが一切なく、代わりに壁面は花などを
イラスト化したタイルが貼られている。1,500 年前に建
てられたアヤソフィア聖堂に貼られたタイルをみると、

チューリップなどのレリーフが多数使われ、トルコの
国花としてチューリップを定めたのはこのような文化
に由来する。ちなみに、オランダにチューリップやラ
ナンキュラス、アネモネなどが渡ったのは 500 年前の
ことで、当時のオスマン帝国で園芸化されていたチュー
リップ（トルキスタン・チューリップという）が欧州
に渡り、更に改良されて現在のチューリップが生まれ
ている。おそらく欧州の園芸文化のルーツはオスマン
トルコにある。アヤソフィア聖堂のタイルは様々な花
がレリーフとして使われ、皆でその花の名前を推測し
ながら撮影した。
　次はその近くにあったオールドバザールの視察。観
光名所のひとつになっているが、アーケード街を中心
に香辛料や宝石類、洋服などのお店が並び、多くの人
で賑わっていた。アーケード街の外には園芸品やペッ
トショップが並ぶ路地があり、ペットと園芸をセット
にするのは世界標準なのかもしれないと感じた。並ぶ
商品は品質が悪く、また鉢物というよりも苗物が中心
だった。観葉や洋ランを売る店もあり、ファレノプシ
スの単鉢があったので値段を聞いたところ 1,800 円ほど
で、他の商品が安いと感じられるのに対して割高だっ
た。おそらくオランダからの輸入だろう。
　その日の最後はフェリーを使い、欧州側からアジア
側に渡った。アヤソフィア聖堂などがあるのはギリシャ
に近い欧州側で、古くは東ローマ帝国（バチカン帝国）
の首都があった旧市街であり、所々にバチカン帝国の
崩れた城壁が残っていて、古い教会も多い。マルマラ
海を渡ったアジア側は近年市街化が進んだ地域で、庶
民の住宅が多いという。わずか 30 分ほどでアジアと欧
州の間を行き来できるのがイスタンブールであり、シ
ルクロードの起点であることを実感できた。古来より
イスタンブールは交易で栄え、結果多くの金持ちが生
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まれた土地という。今も億円単位の貯蓄を持ち、その
利子（年率 7％台）で生活する金持ちが 400 万人もいる
という（トルコの全人口は 8 千万人ほど）。
　この日はフェリーで旧市外側に戻り、夕食をとって
ホテルに投宿。

6 月 29 日（金）
　朝 8 時半にホテルを出発し、夕方まで市内観光と
ショッピング。
　まず訪問したのはスルタンアフメット・モスク。そ
れはブルーモスクの名前で知られるモスクであるが、
建築当時はブルーを基調としたタイルと絨毯、そして
ステンドグラスの窓で知られたことに由来する呼び名
という。20 世紀の初めにロシア軍の襲撃で破壊され、
今はその面影もないが、その襲撃の原因が日本と関係
があるという。つまり、オスマン帝国は日本に初の使
節団として軍艦エルトゥール号を明治 23 年（1890 年）
に派遣したが、その帰路、台風に襲われて和歌山県樫
野崎灯台沖の岩礁に衝突して沈没。500 名以上の遭難者
を出したが、当時の大島村村民が総出で乗員を救出し、
69 名が救われ、明治政府が軍艦を出してイスタンブー
ルまで送り届けた。それからまもなくして勃発した日
露戦争（1904 ～ 1905 年）の折り、ロシアの黒海艦隊
がボスボラス海峡を出ようとしたとき、イギリスなど
の要請とエルトゥール号遭難事件への恩義からオスマ
ン帝国は海峡を封鎖した。ブルーモスクの破壊はその
ときの遺恨が原因といっていた。ちなみに、エルトゥー
ル号事件からブルーモスクの襲撃に至る事件を、今も
トルコ人の 29％が知っているとか（現地ガイド談）。
　次に訪れたのは博物館となっている元王宮。オスマ
ン帝国時代の様々なものが展示されていた。最後の皇
帝は財産の 9 割方をもってモナコに逃亡し（現在、そ
の子孫はフランス在住）、展示してあるのは持ち出され
ず残ったものということだったが、数多くの金製品を
含めて膨大な点数があり、当時の皇帝の資産は想像も
出来ないという。
　次はトルコ絨毯の製造方法を見せながら販売する業
者を訪問。ペルシャや中国などの絨毯がシングルノッ
ドといわれる織り方なのに対して、トルコ絨毯はダブ
ルノッドで織り込んでいるとのこと。その製造の実際
を見せてもらい、説明いただいた。材料は羊毛、木綿、
木綿と羊毛、絹とあり、また折り目の数は 1cm あたり
40 ～ 50 目から 400 目を超えるものまであり、素材と
目数で値段が変わるとのこと。一番高いのは絹を使っ
たもので、中でも天蚕を使ったものが高いといい、3.6m

× 4.5m 程度のサイズで 200 万円を超えるのが相場で、
名の知れた一族が織る物は 1 千万円を超えることもあ
るという。最後に材料の違いをどう見分けるかなども
教えていただいた。話を聞いた後、営業セールスとなっ
たが、一人が小さなものを買った以外は逃げるように
会場を後にした。ところが、その下のフロアにはトル
コ石などの宝飾品の売り場があり、そこで購入した人
は 10 名を超えていた。3 万円から 10 万円程度のものが
中心で、50 万円以上の売上があった様子。
　次はトルコを代表するグランドバザール。前日のオー
ルドバザールに比べて一回り大きいが、今回は参加人
数が多く、スリがいて、さらには通路が複雑に入り込
んでいるために迷子になる危険があり、メイン通りを
往復するのみとした。
　以上でイスタンブールの視察を終えて、空港に向か
い、その日のうちにブルガリアの首都ソフィアに入っ
て投宿した。

6 月 30 日（土）
　朝 7 時にホテルをバスで出発し、一路ピリン国立公
園に向かう。ピリン山の最高峰は 2,915m で、ブルガリ
ア国内で 2 番目の高さ。途中、2 回のトイレ休憩を取り、
宿泊予定のバンスコの市内を通過して標高 1,800m ほど
の Bunderista Area までバスで登った。そこで、お弁
当を食べて Vichren hut まで標高差 200m ほどのコー
スをトレッキング。案内は通訳のイリヤナ、マウンテ
ンガイドのビリヤナ、植物の案内はソフィア大学の Dr. 
ペトロバの女性 3 名。ソフィア大学は日本の東大に当
たる大学。Dr. ペトロバはさすがに良く植物を知ってい
た。イリヤナさんもソフィア大学を出て日本の学芸大
学に留学し、日本語は達者。弟が雑色駅近くのブルガ
リア料理専門店で働いているという。今回は参加人数
が多く、高齢者が多いことから、コースは行きと帰り
を同じにして、最後の集合時間を決めて、各自、自分
の体力や体調にあわせて、行ける所まで歩くという計
画にした。1 時間のコースをもっぱら写真を撮りながら
歩き、2 時間以上をかけて目的地に到着。途中、バルカ
ン半島固有種のムシトリスミレPinguicula balcanica に
出会うことができた。誠文堂から出版された食虫植物
写真集に掲載しようとして出来なかった種類で、日本
では未知の種。みな感激していた。帰りは 40 分ほどで
帰ることが出来た。万歩計で見ると 2 万歩強を歩いた
とか。
　当日はバンスコ市内のホテルに 17 時頃に投宿。当日
に撮影した写真をパソコンに落とし、Dr. ペトロバさん
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に見てもらい、学名を教えてもらった。

7 月 1 日（日）
　朝 8 時に出発してリラ国立公園に向かう。リラ山は
ブルガリアの最高峰で標高 2,925m。水が豊富にあり、
ピリン山と植生が異なる。投宿予定のケンピンスキホ
テル（ホロベッツ市内）の駐車場にバスを止め、ゴン
ドラで標高 1,500m ほどから 2,300m まで昇り、そこで
お弁当を食べ、前日と同様にトレッキングに入った。
目的地は Musala Hut、約 1 時間のコースだが、前日
と同じく、写真を撮りながら 2 時間以上の時間をかけ
て歩いた。ここでは所々に残雪があり、春の花から夏
の花まで見ることが出来た。黄色のリンドウGentiana 
punctata、 リ ラ 山 の 固 有 種 の サ ク ラ ソ ウ Plimula 
deorum などを見ることができた。とにかく種類が多く、
楽しい観察会になった。
　トータルで 4 時間ほどを散策。逆コースでホテルに
戻り投宿。

7 月 2 日（月）
　朝 8 時に出発してユネスコの世界遺産に指定される
リラ修道院に向かう。

　まず、クリスラ村を過ぎたところに広がる草原に車
を止めて植物観察。この草原は所々が畑に変わり、土
地が痩せると草原に戻すという使い方をしており、コ
ウノトリの餌場として保護されている様子で、ヤナギ
ランやミソハギなど多くの花が咲いていた。
　次はコウノトリの村として知られる Kocherinobo 村
に寄る。ここではコウノトリが煙突に巣を作っても巣
を壊さないなどの保護策をとり、あちこちの煙突にコ
ウノトリの親子がいた。
　リラ修道院は前日登った場所から見るとリラ山の裏
側にあり、ホテルからバスで約 2 時間ほどかかった。
リラ修道院はイヴァン・リスクルという一人の聖人が
岩窟に暮らしたことに始まる。イヴァンはリラの聖イ
オアンと呼ばれ、今もブルガリア正教の聖人として知
られる。最初の修道院は第一次ブルガリア帝国の 10 世
紀に創立された。その後、11 世紀初頭に帝国は滅亡し、
一時は東ローマ帝国に支配され、12 世紀末から 15 世紀
末まで第二次ブルガリア帝国として独立、更にオスマ
ン帝国に併合された。リラ修道院は第二次ブルガリア
帝国の時代に大いに栄え、ブルガリア人の心の支えと
なり、オスマン帝国の支配下に入った後もブルガリア
正教とブルガリア語、そしてブルガリア人が発明した

ムシトリスミレPinguicula balcanica　ピリン国立公園 黄色のリンドウGentiana punctata　リラ山
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キリル文字を守り、継承する中核的な場所になったと
いう歴史をもつ。
　リラ修道院は一部が博物館として公開され、博物館
を視察した。続いて、バスで更に奥に入り、キャンプ
場がある場所にバスを止めて昼食をとり、周辺の野
生植物を観察した。14 時を過ぎてソフィアに向かい、
6/29 に宿泊したソフィア市内のホテルに戻った。そし
て、夕食をとる目的で、近くのレストランに行った。
そこはブルガリアの民族舞踏を見せるレストラン。ブ
ルガリアの民族舞踏と言われてもピンとこなかったが、
英語で folk dance フォークダンスとなるが、それは欧
州各地に伝わる伝統的なダンスを指す。ブルガリア・
フォークダンスは 8 分の 6 拍子を基調とする踊りだっ
た。若者たちが踊る激しいダンスと、ゆっくりしたラ
インダンスがあった。

7 月 3 日（火）
　朝 8 時に出発し、ビトシャ山に登った。ビトシャ山
はブルガリアの中心部を東西に走るブルガリア山脈の
西端に位置し、その北側と南側で気候風土が大きく異
なるという。また、ブルガリア山脈とドナウ川に挟ま
れた地域をトラキア地方というが、そこは紀元前 5 千
年頃のトラキア人の遺跡がある。世界で初めて金の細
工を作ったがトラキア人で、エジプトなどで発掘され
た黄金類は古くはトラキア製とか。
　ビトシャ山は 2,000m ほどの山で、気軽に登ること
ができることから人気の山という。当日は、前日に発
生した山火事により登山道が一部制限され、スキー場

の周辺を 3 時間ほど歩いたが、途中まで行くと山火事
の煙が流れてきて、早々に引き返した。そして 15 時頃
に市内に戻り、ブルガリア正教の寺院、スーパーでの
ショッピングをした。

7 月 4 日（火）～ 5 日（水）
　朝 7 時にホテルを出発し、ソフィア空港に向かう。
そして、ソフィア～イスタンブール～成田と帰路につ
いた。成田には 5 日の 10 時過ぎに到着。そこで自由解
散となった。

　今回のツアーは 36 名の参加があり、しかも平均年齢
69 歳ということからいろいろ不安もあったが、幸いに
も大きな事故もなく、参加者全員がほぼ全てのコース
を踏破できた。それは、添乗員としてツアーの先頭に
立った国際航空旅行サービスの青木社長の献身的な先
導があってのことであり、青木社長には御礼を申し上
げたい。
　視察地に関して、フロリアードは 3 回目の私は正直
がっかりしたが、トルコのイスタンブールでは花の歴
史などを垣間見られ、楽しい時間を過ごすことができ、
また今回の主目的地であるブルガリアはたくさんの高
山植物に出会うことができた。個人的にも、ブルガリ
アの賞味 4 日間のトレッキングで、1,200 カット、160
種ほどの写真を撮り、その豊富な植生に驚き、期待以
上の成果を得たと感じた。

サクラソウPlimula deorum　リラ山
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　私が本稿を執筆しているのは、お盆休みも明けた８
月下旬の頃です。連日抜けるような青空が広がり、清々
しい気持ちになる一方で、もう少し曇りの日があれば、
実験植物の水やりも楽なのになどと勝手なことを思っ
たりもしています。さて、そんな私が所属する花卉園
芸学研究室ですが、今年度に入ってから、大きな変化
が２つありました。
　まずひとつは、ご存知の方も多いことかと思います
が、平成 24 年３月をもって、花卉園芸学研究室の教
授でありました安藤敏夫先生が御退官されました。そ
してその後任として、秋田県立大学から三吉一光先生
をお迎えし、新年度をスタートさせることとなりまし
た。三吉先生はこれまで、ラン科植物やダリアの育種・
栽培の研究に取り組んでこられました。現在は修士１
年の学生１名が、三吉先生のご指導のもと、ダリアの
花色についての研究を行なっています。これまで本研
究室は、ペチュニアを主とした研究を多く行なってき
ましたが、ここ数年はサクラ、フロックス、ダンギク、
オステオスペルマムなど研究対象を広げています。そ
こに今年度からダリアやランが加わることで、より多
様な研究がなされることとなり、今後が非常に楽しみ
であります。一方、ペチュニアについては、恐らく今
年度でいったん研究を切り上げることとなりそうです。
私自身ペチュニアを研究対象としてきたこともあり、
少々寂しい気もしますが、仕方がありませんね。ペチュ
ニアを扱う最後の学生として、精一杯研究に励みたい
と思います。
　ふたつめは、指導教官によって研究室が二分される
こととなった点です。これまでは花卉園芸学研究室に
所属する学生は全員、松戸キャンパスを主として研究
を行なってきました。しかし、今年度からは、三吉・
國分先生にご指導頂く学生は松戸キャンパスで、渡辺・
松原先生にご指導頂く学生は柏の葉キャンパスで研究
を行なうことになりました。現在の在籍人数比は、松戸：
柏の葉＝６：８です。私は松戸キャンパス所属の学生
ですが、昨年度までと比べると、研究室内の人数が約
半数になり、随分と静かになってしまったなという印
象を抱いています。私たちは、毎週共同作業というこ
とで、研究室内の掃除や圃場の整備を行なっているの
ですが、とりわけこの時に人数の少なさを実感します。

新たな気持ちで
花卉園芸学研究室修士 ２年

加　藤　善　也

その中で一番大変なのは夏場の草刈りでして、広い圃
場を少人数で管理するものですから、毎回ひぃひぃ言
いながら炎天下で長時間作業をしています。ただ、人
数が少ないと良いこともあって、ひとつは実験器具を
使用する順番待ちが殆どないこと、もうひとつは研究
室内の机を広く使えることです。学生１人あたり２つ
以上の机があるので、こっちの机でパソコンを操作し、
そっちの机で実験ノートを纏める様子は、まるで手際
の良いコックさんみたいです。勿論研究室が二分され
たといっても、完全に交流がなくなったわけではあり
ません。行事があるときは共に行動します。花葉会サ
マーセミナーのお手伝いなどはその例です。また、大
学祭では共同でフラワーショップを出店する予定です。
そして先日は上半期の打ち上げということで、バーベ
キューを一緒に楽しみました。久しぶりに顔を見るメ
ンバーもおり、私は嬉しくなってつい、いつもよりは
しゃいでしまいました。
　たとえ場所が離れていても、気持ちは繋がっている。
花卉園芸学研究室はそういう集団であると私は思いま
す。また、これは世代を超えた関係でも同じことが言
えると、サマーセミナーの交流会の場にて思いました。
10 月には学部３年生７名が、新たなメンバーとして研
究室に加わってくれます。新体制の花卉園芸学研究室
はまだ始まったばかりですが、これまでの良き伝統は
そのままに、新たな風も感じるところでありまして、
今後更なる発展を遂げていくことと思います。これか
らも花卉園芸学研究室を温かく見守っていただきます
よう、皆様どうぞ宜しくお願い申し上げます。

花卉園芸学研究室レポート
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　あと数か月…。花組、こと園芸別科花卉専攻 2 年の
私はあと数か月で修了予定です。
そこで私の 2 年間とともに花組について振り返りたい
と思います。
　昨年春…。実家から少ない荷物を持って千葉に来た
私は、まだ慣れぬ環境に戸惑いつつ二年間の花組の生
活をスタートしました。
　入学してすぐに、先輩から松戸キャンパスの温室管
理作業のひとつの灌水作業を教わりました。ただ水を
かけるのではなく、気温や天気なども見ながら 1 鉢 1
鉢灌水することを教えられました。灌水当番は花組の
みんなで毎日ローテーションを組んで行っています。
最初は 2 人で、慣れてきたら 1 人で。
　先輩は灌水方法以外にも、「この植物は何科で特徴は
…」と、1000 属検定に向けてのアドバイスも教えてい
ただきました。
　怒涛の母の日の出荷。暑い暑い夏休みの実習。そして、
学校生活にも慣れてきた頃、戸定祭の季節になりまし
た。戸定祭では、春から先輩たちが計画し、育ててき
たパンジーや OB の方々の協力のもと得た多くの植物
などを販売しました。そこでは原価に対しての販売価
格や、販売する際にどんな風に育てるかなどの植物に
対する基礎知識などを学びました。また戸定祭
は先輩と後輩、同期の仲を深める良いきっかけ
になりました。
　そして冬、本格的に 1000 属検定の勉強を始め
ました。今までは土が乾いていないか？枯れて
いないか？などを気にしていた灌水も、属名や
科名、特徴も気にするようになりました。
　2 度目の春、先輩は去り、後輩が来た 4 月。
去年私たちが教えてもらったことを今度は教え
るときが来ました。最初はもちろん灌水です。
灌水も教える立場になって発見できることがあ
ります。
　そんなこんなで私の学生生活の折り返し地点
は過ぎました。往路はただ指示されたことをや
る実習でしたが、復路では「この実習内容なら

花組の日々
園芸別科 花卉専攻 2 年

平　野　綺　香

この道具が必要」と、いろいろ自分たちで考えます。
実習も何となくこなすのではなく、「どうすれば効率が
良いか？」「このやり方よりもこの人のやり方のほうが
早い」など、しっかり向き合って行うようになりました。
　1 年生と 2 年生の違いは 1 年間の花組の経験の差だけ
です。実際私は普通科の高校を卒業しましたので、花
の知識は今年入学してきた 1 年生の方があるかも知れ
ません。でも私は先輩として「去年はこの時期にこの
植物を播種して、この時期にこんな状態で出荷したよ」
とか「出荷用のダンボールはこうやって組み立てるん
だよ」とか、これまで教えられたことを教えるだけで
なく、行動で見せたりして 1 年生に示せたらと思って
います。そして来年以降に入学してくる学生にも伝わっ
て行くと良いなと思います。
　日々の実習のスキルアップ、修了実験のヒマワリの
栽培試験、戸定祭の植物の栽培計画、1000 属検定 ･･･。
私は毎日毎日花組について考えない日はありません。
これがあと数か月続きますが、来年度はまったく違う
環境に居るんだろうなと考えると、少し寂しい気がし
ます。花組でのたくさんの出会いや経験は、今後大き
な宝物になると思いますが、とりあえず今は、今のこ
とに一生懸命向き合っていきたいと思います。

園芸別科花組レポート

花組仲間とネメシアの挿し芽の実習風景（右から 3 人目が筆者）
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　平成 24 年 10 月 21 日㈰午後２
時より、平成 23 年度花葉会総会
が、千葉大学園芸学部 100 周年記
念戸定ヶ丘ホールにて開催されま
した。出席者は学生も入れて45名、
久保田芳久幹事の司会進行で定刻
通り開始。
　平成 24 年 3 月で園芸学部教授
を退官された安藤敏夫会長より、
開会の挨拶。
　午前中に開催された幹事会で推
薦を受けた長岡求幹事長が議長に
指名され、議事に入りました。
　

花葉会総会

■ 花葉情報■
 

収入の部
 　（平成 24 年 8 月 31 日現在）
　前年度繰越金　　　 　480,053
　会報広告料（30 号）　  974,790 
　書籍売上　　　　　　   35,120
　協力金　　　　　　　 725,520
　総会余剰金　　　　　   12,000
　安藤先生退官祝賀会余剰金  56
　基金より繰入（三井住友普通預金）
　　　　　　　　　  　1,600,000
　基金より繰入（三菱東京ＵＦＪ定期解約）
　　　　　　　　　　  8,099,996
　基金より繰入（　〃　普通預金）
　　　　　　　　　　　 　1,046
　雑収入　　　　　　  　 17,087
　預金利息　　　　　 　  　494
　合　計　　　　　  11,946,162 円 

支出の部 
　印刷費　　　　　  　　94,975
　会報関係　　　　    　913,024 
　通信費　　　　　    　 21,352
　運送費　　　　　   　　 6,350
　記念品代　　　　　    176,925 
　会議費　　　　　   　 345,529
　事務費　　　　　　    339,098 
　賃金　　　　　　　    783,120  
　慶弔費　　　　　　   　 4,987
　税金　　　　　  　   　69,876
　義援金事業へ           4,965,946
　セミナーへの補填       131,433
　合 計　　　　　　　 7,852,615 円 

平成 23 年度事業報告
（平成 23 年 9 月 1 日～平成 24 年 8 月 31 日）
①平成 23 年 10 月 23 日　総会
②花葉会賞の贈呈
　　23 年度の受賞者は、熱田健氏
　（昭和 39 年園芸学科卒）、奥藤
　敏二郎氏（昭和 40 年園芸学科
　卒）、畑井昭一郎氏（昭和 40 年
　園芸学科卒）、宮田増美氏（昭
　和 40 年園芸学科卒）の４名で
　した。
③平成 23 年 12 月 10 日「花葉」　
　30 号発行。
④平成 23 年 12 月 18 日「3.11 被
　災花卉生産者のための義援金」
　贈呈式
⑤平成 24 年 4 月 8 日安藤敏夫先
　生退官記念祝賀会
⑥平成 24 年 6 月 23 ～ 24 日第 28
　回花葉会サマーセミナー開催
⑦平成 24 年 6 月 26 日～ 7 月 5 日
　第 21 回海外園芸事情調査（オ
　ランダ、トルコ、ブルガリア）。
⑧花産業必携 1000 属検定。
⑨幹事会の開催は、平成 23 年 9　
　月 4 日、10 月 23 日、12 月 17 日、
　平成 24 年 1 月 21 日、2 月 11 日、
　3 月 25 日、6 月 2 日、6 月 24 日、
　8 月 25 日の 9 回。
　　　  　　　　　　
平成 23 年度会計報告
①一般会計報告

会場となった千葉大学園芸学部 100 周年記念戸定ヶ丘ホール ホール入り口

開会のあいさつをする安藤敏夫名誉教授
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差引残高　　　　　   4,093,547 円 
　 
② 第 28 回 2012 年花葉会サマーセ
ミナー会計報告
平成 24 年６月 23、24 日　千葉大
学けやき会館にて開催
参加者数　111 名（他：幹事、講師、
記者、花卉展示、書籍販売、学生
等関係者 89 名）
収入
　受講料
　　20,000 × 93 名　　 1,860,000
　　その他割引分 18 名   311,000
　　合計　　111 名　2,171,000 円
支出
　会場費　　　　　　　 723,900
　印刷費　　　　　　 　415,500
　講師謝礼　　　　　 　400,000
　講師旅費　　　　　　 211,030
　学生・幹事交通費　　 141,000
　通信費　　　　　　　 225,200
　運送費　　　　　　　 　7,060
　事務費　　　　　　　   19,174
　会議費　　　　　　　   64,666
　税金　　　　　　　　   44,441
　備品費　　　　　　　   50,462
　合計　　　　　　　2,302,433 円

　差引　　　　　    　-131,433 円
　　　　　　＊一般会計より補填

　援事業（奨学金支給）
　なお、③のサマーセミナーは専
門委員会を設立。新しい形でセミ
ナーを企画中と、説明がありまし
た。

平成 24 年度予算
（平成 24 年 9 月 1 日～平成 25 年 8 月 31 日）
収入の部
　前年度繰越金　　　　4,093,547
　会報広告料（31 号分）　950,000
　サマーセミナーテキスト売り上げ　20,000
　その他の収入　　　　　129,153
　基金より繰り入れ　　　　  　0
　預金利息　　　　　　　　300
　合計　　   　　　　5,193,000 円

支出の部
　印刷費　　　　　　　  120,000
　会報関係　　　　　　  950,000
　通信費　　　　　　  　100,000
　運送費　　　　　  　　　10,00
　記念品代　　　　　  　150,000
　会議費　　　　　　  　350,000
　事務費　　　　　　  　200,000
　賃金　　　　　　  　　600,000
　慶弔費　　　　　　    　50,000
　税金　　　　　　   　　70,000
　雑費　　　　　　　   　13,000
　次年度へ繰り越し   　2,580,000
　合計　　　　　　　5,193,000 円

③基金報告
（平成 23 年 9 月～平成 24 年 8 月）
　前年度残高　          21,833,026
　醵金                          100,000
　定期利息                       5,345
　普通利息　　　　               46
　一般会計へ繰入れ  △ 9,701,042
　合 計　　　          12,237,375 円

会計監査報告
　会計監査の河野寛司氏・篠田朗
彦氏を代表して、河野監事より、

「平成 23 年度の会計収支の監査の
結果、事務処理および諸帳簿の記
載は正確かつ適正に行われていた
ことを報告します」と、報告があ
りました。
　
平成 24 年度事業計画

（平成 24 年 9 月 1 日～平成 25 年 8 月 31 日）
①「花葉」31 号 発行
②花産業必修 1000 属検定
③第 29 回 2013 年花葉サマーセミ
　ナー開催
　平成 25 年７月 20・21 日（土・日 ） 
　会場：千葉大学園芸学部合同講
　義室
　懇親会会場：緑風会館２階
④第 25 回海外園芸事情調査
⑤総会、花葉会賞の贈呈
⑥東日本大震災被災花卉生産者支

総会風景
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　新顧問　　　横井政人名誉教授

　以上の議題は、事務局の國分尚
副会長から説明があり、拍手を
持って承認されました。
　ここで会長として就任した三吉
一光教授より、挨拶と大学の近況

役員改選
　安藤敏夫会長の平成 24 年 3 月
末退官に伴い、今年度に延期され
たものです。
　新会長　　　三吉一光教授
　新名誉会長　安藤敏夫名誉教授

報告がありました。「昭和 55 年本
校を卒業。平成 24 年 4 月に千葉大
学大学院園芸学研究科教授に就任
しました。アクティビティの高い
花葉会の会長になりましたこと、
重大な責務と思っています。皆さ
まのご協力のほどよろしくお願い
いたします。花卉園芸学研究室は、
今年度、博士前期２年４名、マス
ター３名、学部４年５名、10 月
より学部３年７名が加わり 19 名。
國分尚准教授が環境健康フィール
ド科学センタ―専任から大学院園
芸学研究科に配置換え。渡辺均准
教授は園芸学部の研究室から独立
して柏の葉キャンパスのフィール
ド科学センターに研究室を設けま
した。フィールド科学センターの
有期雇用から正規の教員となった
松原紀嘉助教とともに、教育・研
究活動を行っています。なお、別
科の廃止が議論されていますが、
当分棚上げとされるようです」。
　
報告
　安藤敏夫名誉会長より、平成 23
年度の花葉会事業「3.11 被災花卉
生産者のための義援金事業報告」
がありました。「275 件、5,711,567
円の義援金が集まり、花葉会から

花葉会賞受賞者挨拶をする齊藤正二氏

新会長の三吉一光教授

受賞記念講演をする浅井信之氏花葉会賞受賞者の杉村素生氏
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素生氏（昭和 40 年総合農学科卒）、
浅井信之氏（昭和 42 年園芸学科卒）
の 3 名を紹介。三吉会長より賞状
と記念品が授与されました。
　タイから駆けつけた齊藤正二
氏、九州からお越しの杉村素生氏
より、挨拶がありました。

花卉産業必修 1000 属検定試験
Ａ、Ｂ級合格者認定証授与

の協力をいただいて、被災５県へ
10,280,000 円の義援金を贈ること
ができました。会員の皆様には多
大なご協力をいただいたことに深
く感謝します」。詳細は 38 ページ
に掲載してあります。なお、「東
日本大震災被災花卉生産者支援事
業（奨学金支給）」は今年度は応
募がありませんでしたが、引き続
き来年度も募集が行われます。

穂坂八郎賞贈呈
　総会に引き続いて穂坂八郎賞の
贈呈がありました。
　村井千里幹事より「昭和 38 年

（1963）3 月に教授を退官された穂
坂八郎先生が平成 4 年に亡くなら
れ、お香典の一部が花葉会に寄付
されました。これをもとに、後任
教授の小杉清先生が穂坂八郎賞を
発案。これは花卉園芸学研究室の
教授として教育に尽力し、研究に
業績をあげた人に贈るものです。
横井政人名誉教授に続いて、安藤
敏夫名誉教授は二人目の受賞者と
なるものです」と賞の主旨を説明。
三吉一光会長より、賞状と副賞が
贈られました。なお、安藤敏夫名
誉教授の業績等は 14 ～ 19 ページ
を参照してください。

花葉会賞贈呈
　次に花葉会賞の贈呈がありまし
た。長岡求幹事長より、齋藤正二
氏（昭和 39 年園芸学科卒）、杉村

Ａ級・B 級　　野田沙緒里氏
B 級　　　　　冨木　悠氏
　今年度の合格者は２名。出席し
た冨木悠氏に、三吉会長より認定
証が授与されました。

受賞記念講演
　浅井信之氏より、「洋ランの国
際的リレー栽培について」と題し
て、講演が行われました。

懇親会
　午後４時より、緑風会館２階に
て、松原紀嘉幹事の司会進行で懇
親会が始まりました。
　乾杯の発声を野田卯一郎氏が行
いました。安藤敏夫名誉会長より、
横井政人顧問の近況報告。「８月
に 20 日ほど入院。長時間の外出
はできないが、現在はお元気との
こと」です。途中、総会出席者最
年少の萩原静氏より挨拶が入るな
ど。あちらこちらで話の輪が広が
り、終始和やかな雰囲気で進行。
福永哲也幹事の閉会挨拶と１本締
めで、盛会のうちに終了しました。

　　　　　　（文責：編集部）

認定証を受ける 1000 属検定試験Ｂ級合格者の冨木悠氏

緑風会館 2 階で行われた懇親会

最年少者は平成 24 年卒の
萩原静氏

懇親会にて
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花葉会会則（2012/10/21）
 
＜名　　称＞
第一条　この会は ｢花葉会」とい
う。

＜事務局＞
第二条　この会の事務局を千葉大
学園芸学部生物生産科学科花卉園
芸学研究室内におく。

＜会　員＞
第三条　本会の会員は、千葉大学
園芸学部花卉園芸学研究室並びに
附属農場花卉部に在席した者、及
び戸定会会員で現在花卉関連業務
に携わる者、

（2）内地留学生、研究生、聴講生、
その他本会の主旨に賛同し、総会
の承認を得て所定の手続きを終え
た者とする。

＜目　的＞
第四条　この会は会員相互の親
睦、研さんと情報交換を図ると共
に、花卉園芸界の発展に寄与する
ことを目的とする。

＜事　業＞
第五条　この会は前条の目的を達
成するため、次の事業を行う。
①総会　②親睦会　③研究会　④
会報、名簿等の発行　⑤功労者の
表彰　⑥その他、前条の目的を達
成するために必要な事業。

＜役員等＞
第六条　この会に次の役員をお
く。
① 会長 1 名　②副会長 若干名　
③幹事長 1 名　④副幹事長 3 名  
⑤年次代表幹事　若干名　⑥幹事
50 名以内　⑦会計監査２名

（2）この会に名誉会長をおくこと
ができる。

（3）この会に顧問、相談役を若干
名おくことができる。

＜役員等の選出と役目＞
第七条　会長は総会の総意により
推戴し、会務を総括し、会を代表
する。

（2）副会長は総会の総意により推

を得なければ変更できない。

＜その他＞
この会の細則については、幹事会
にはかり、会長が決定する。

＜附　則＞
この会則は昭和 56 年 9 月 6 日か
ら実施する。
この会則は平成 9 年 10 月 26 日か
ら実施する。
この会則は平成 10 年 10 月 17 日
から実施する。
この会則は平成 13 年９月 29 日か
ら実施する。
この会則は、平成 15 年９月 27 日
より施行する。
この会則は、平成 16 年 10 月１日
より施行する。
この会則は、平成 21 年 10 月 10
日より施行する。

花葉会　役員（2012/10/21）
顧　問　：横井政人
相談役　：岩井英明、魚躬詔一、
　　　　　小田善一郎
会計監査：河野幹司、篠田朗彦
名誉会長：安藤敏夫
会   　長：三吉一光
副 会 長：國分　尚、渡辺　均
幹 事 長：長岡　求  
副幹事長：田中桃三、望田明利、
　　　　　武内嘉一郎
年次代表幹事：田中桃三、
　　　望田明利、武内嘉一郎、
　　　小笠原　誓、渡辺　均
　　　　　　　　（年次順）
幹事：熱田　健、石川君子、
　　　猪熊雅雄、上田善弘、
　　　大林修一、小笠原　誓、
　　　小黒　晃、久保田芳久、
　　　小泉　力、齋藤俊一、
　　　荘　智裕、鈴木邦彦、
　　　鈴木　司、田旗裕也、
　　　富山昌克、西原彩子、
　　　野本寿久、福永哲也、
　　　松原紀嘉、村井千里、
　　　山口まり、山下容子、
　　　山田幸子
　　　　　　　　（五十音順） 

戴し、会長を補佐し、会務を処理
する。

（3）幹事長は幹事の互選により選
任し、幹事会を主催し、会を代表
して会務を処理する。

（4）副幹事長は幹事の互選により
選任し、幹事長を補佐し、会務を
処理する。

（5）年次代表幹事は幹事の互選に
より選任し、世代の意見を集約し、
会の運営に寄与する。

（6）幹事は会員の中から互選する。
（7）幹事は幹事会を組織し、議事
を審議決定し、会の事業を執行す
る。

（8）会計監査は会員の推薦により
会長が選任する。

（9）会計監査は会の会計を監査す
る。

（10）名誉会長は会員の中から総
会において推戴する。

（11）顧問、相談役は会員の中か
ら幹事会の協議を経て会長が委嘱
する。

＜役員の任期＞
第八条　役員の任期は２年とし、
再選を妨げない。

＜会　計＞
第九条　この会の経費は会費、寄
付金、収益金をもってあてる。

（2）本会の収支予算及び決算は幹
事会の議決と会長の承認により定
められ、決算は会計監査の監査を
受けなければならない。

（3）会計年度は毎年 9 月１日より
翌年 8 月３１日までとする。

（4）会費は必要に応じ幹事会の議
決と会長の承認により徴収する。

＜会　議＞
第十条　総会は年１回とし、会長
が召集する。

（2）幹事会は必要に応じ、会長が
召集し、会務事項について審議す
る。

（3）総会の議事は出席会員の 2/3 
以上の賛成がなければ議決できな
い。

＜会則の変更＞
第十一条　この会則は総会の議決
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経歴（さいとう・まさじ）
昭和 16 年 10 月 1 日生まれ
昭和 39 年　千葉大学園芸学部園芸学科卒業
昭和 40 年　京都大学大学院修了
　　　　　　オレゴン農機・Hakoneya 入社
　　　　　　農機具球根苗木輸出入に従事
昭和 44 年　正和園芸設立　切花生産
　　　　　   後に鉢花、球根生産へシフト
昭和 52 年　輸入業務開始　グロリオサ、アルストロメリア、
　　　　　　サンダーソニア、クルクマなどを導入普及に努める
平 成 元 年 　有限会社正和園芸設立
平 成 1 年 　タイ等、海外で生産開始
平 成 3 年 　チェンマイで会社（CSC）設立
平 成 5 年 　タイ・メータ現在地で農場開設
平 成 8 年 　サンカンペン農場開設
平成 12 年　現在地に第 2 農場開設現在に至る
平成 18 年　チェンマイ国際園芸博覧会に出展協力
平成 19 年　チェンマイ・セトコンフローラ（CSF）設立
                 タイ滞在を決断
平成 20 年　切花輸出開始

　

　2006 年（平成 18 年）、タイチェンマイでタイ国王戴
冠 40 周年を記念して、Ａ 1 クラスの国際園芸博覧会が
開催されましたが、花葉会海外園芸事情調査団として、
会員 20 名が 11 月 9 日から 11 月 15 日までタイを訪問し、
斉藤さん自身から園芸博覧会会場をご案内いただきま
した。
　また農園を訪問し、農園内にある高床式のバナナの
葉を葺いた三角屋根の少数民族カレン族の住居に分散
して宿泊し、農場で働く従業員らに少数民族の舞踊や
民族楽器の演奏で、歓迎会を催していただきましたこ
と、今でもいい思い出として、脳裡に焼き付いており
ます。
　斉藤氏が、経営運営する農場は、チェンマイ市南東
部の Mea Tha に位置しており、標高 400m の国有林に
あり、35 町歩で花卉栽培をおこなっております。ここ
で生産されている代表的な球根植物として、クルクマ

（Curcuma）属があり、世界にクルクマを広めたのはこ

の農場からです。
　日本では、ミニクルクマが出回っておりますが、こ
の農場では、ピンクや紫、緑や白といった多種多様な
クルクマが栽培されており、他にもショウガ科の植物

北タイで園芸の普及と発展に貢献する
チェンマイ・セトコンフローラ代表　　齊　藤　正　二　氏

やラン栽培を行い、積極的な交配育種にも取り組んで
おります。
　斉藤氏は、自らの農場での球根生産に加えて、タイ
北部にあるケシ栽培地域における代替換金作物として
の球根生産も指導されております。
また、日本の大学や諸外国からの研修生も多く受け入
れており、タイの文化の紹介や農業技術の指導にも熱
心に取り組んでおられます。

　　　（文筆；鈴木邦彦）

■ 花葉会賞受賞者紹介■
 

2006 年当時の齊藤氏農園
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杉村素生氏略歴
1942 年　ミクロネシア・ポナペ島生まれ、東京育ち
1965 年（昭和 40 年）　３月千葉大学園芸学部総合農学科を卒業、
　　　　　　　　　　　日本観葉植物株式会社・東京支社入社
1967 年（昭和 42 年）　日本観葉植物株式会社名古屋本社に転勤
1968 年（昭和 43 年）　日観九州営業所場開設に伴い営業課長と
　　　　　　　　　　　して福岡に赴任
1975 年（昭和 50 年）　九州日観植物株式会社として独立
1990 年（平成　2 年）　九州日観植物株式会社専務取締役
2004 年（平成 16 年）　九州日観植物株式会社退職
現在　　　　　　　　　クリスマスローズの生産育種に従事

　杉村素生氏の植物の流通業界での活躍は、1964 年（昭
和 39 年）の東京オリンピックを節目として、日本の園
芸業界が大きく発展した時代と重なっている。
　1965 年から 1970 年の 5 年間で主要な都市での鉢物
園芸市場が整備され、その後の 5 年間で全国に広がり、
この時代に、全国の鉢物植物の流通基盤は出来上がっ
たように思う。
　当時の九州における流通状況は、春や秋に開かれる
園芸市や 1 ～ 2 月にかけて各地域で連続して開かれて
いた初市などが主力で、一部種苗店が店頭での鉢物販
売を始めた状況であった。

九州の鉢植え園芸植物の生産発展を願って
杉　村　素　生　氏

　70 年代になると、73 年の狂乱物価に象徴されるよう
に急速な経済発展に伴い、農業分野でも、ビニールの
普及とともに大型の生産施設が次々に誕生して、花鉢
物の生産も飛躍的に拡大した。
　日本観葉植物株式会社・九州営業所の開設は時代が
要求したものとは言え、生産地域としての九州にとっ
ては流通の拠点が出来て、その後、九州日観への飛躍
につながり生産拡大の礎となった事を思うと、当時の
経営者や杉村氏を含む職員に敬意を表したい。

　杉村氏はまさしくこの時代に、生産者と流通業者を
結ぶ場で活躍してこられました。
　特筆すべきは 35 年の永きにわたって、せり人として
現場に立って、九州の園芸界を牽引してこられたこと
が生産者の信頼を獲得し影響を広げた最大の功績につ
ながるものだと思います。
　杉村氏は、園芸学部での専攻は農業気象学です。ど
ちらかといえば花の専門家ではなかったはずですし、
同時代を過ごした私の印象では、学部では空手部を作
り、事あるごとに演武を披露していた「空手着姿」だ
けしか印象にありません。
　しかしこの空手部員、今、思うとすごい連中ばかり
でした。本山直樹名誉教授、古在元学長などなど、コー
ディネーターとしての才能躍如です。
　千葉大園芸学部出の「せり人」となれば、花の専門
中の専門で、花のことならばなんでも、知っているは
ず、この「カミシモ」は杉村氏に否応なく花の専門家
への努力を必要とさせたのでしょう。杉村氏は生産者
が一番大事で、当然のことながら生産の拡大が市場の
拡大につながる原点で、生産者への商品開発の情報や
新商品の紹介など、ニーズにあった商品生産のあり方
を、しっかり発信してこられました。
　花の生産者には、本当に花好きで生産規模は小さい
が本当に良品を生産する人や企業として花生産を目指
して規模拡大を図る人など、千差万別ですが、これら
の人をしっかりコーディネートして、九州の鉢物生産
を大きく飛躍する原動力になられました。

（文責：五嶋映司）

■ 花葉会賞受賞者紹介■
 

市場で活躍する後輩とともに。左から長岡求氏（ＦＡＪ）、杉村
素生氏、福永哲也氏（豊明花き）。総会後の懇親会にて
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浅井信之氏事績
1944 年　東海市太田町にて生まれる
1967 年　千葉大学園芸学部園芸学科卒
               卒業後、父の経営する大桂園（観葉植物、洋ラン栽培）   
               に参加
1970 年   千代美さんと結婚
1972 年　本農場から 15㎞離れた知多郡東浦町に総面積 10,000  
　　　　　㎡、施設面積 1,980㎡の新農場を開設。洋ランのDen
　　　　　dorobium　nobile 系の栽培と育種に取り組む。
1967 年より、研修生を毎年１～３名位を受け入れ、後継者の育   
               成にも努力。
1980 年４月 当時最も人気の高かったDendorobium‘Yukidaruma
　            King’を生産。誰も成し得なかった 30cm 鉢にバルブ   
               数 10 本以上、草丈 100cm にも及ぶ大鉢を栽培。
1984 年 12 月 ㈳日本花き生産協会開催の全国洋蘭品評会に 10
               鉢を出品し、見事農林水産大臣賞に輝いた。
　　　　　　一方、育種は同じDendorobium nobile タイプをも
　　　　　とに、小型で家庭でも簡単に栽培が楽しめる方向を模
　　　　　索。日本のセッコク系とインド原産のユニカム種との  
               交配により、３～ 3.5 号鉢、草丈 15 ～ 20cm、黄金
　　　　　色に咲く‘Chiyomi’とオレンジが鮮やかな‘Firebird’
　　　　　（両品種ともフロリアードで金賞を受賞）を世に問う
　　　　　て人気品種となる。
1989 年頃から、ブラジル・サンパウロとの季節の反対を利用し
　　　　　たDendorobium　nobile 系の周年出荷体制を研究。こ
　　　　　れは日本での夏季の需要が伸びず不成功に終わる。
1990 年　名古屋で開催され、のち東京ドームでも毎年開催され
　　　　　る国際ラン展にも積極的に参加、洋ラン普及に努力。
1992 年　名古屋国際蘭展へご臨席の高円宮殿下、同妃殿下が東
　　　　　浦町の大桂園農場へご来駕、一代の栄誉を得た。
1997 年　㈳農業電化協会創立 50 周年に当たり農林水産大臣賞
　　　　　受賞。
　　　　　　日本において、カトレヤの営利生産として初めて電

デンドロビウムの国際的な経営を実践する
浅　井　信　之　氏

　　　　　照栽培を行う。デンドロビウムの冷房施設として、移
　　　　　動ベンチを利用し、昼間は外部に出し、夜間室内に入
　　　　　れて冷房する施設を開発した。これは、現在イチゴの
　　　　　育苗に応用されている。
2003 年より、タイ国・チェンマイに依託農場を開設。nobile 系
　　　　　の小苗、中苗の栽培に力点を置き、タイ、日本とのリ
　　　　　レー栽培に取り組むようになり、低コスト化を図り成
　　　　　果を得ている。

　以上、浅井信之氏については年表的な事績を報告しま
したが、信之氏のご両親の慶之氏、鈴子氏と親しくご交
誼を得ていたのは昭和 31 ～ 32 年頃（1956 年頃）からで、
信之氏は確か中学生頃であったと思います。ご両親もそ
うであったように信之氏は性格温厚で、学業も事業も真
面目に確実に積み上げていく人です。また事績中にもあ
るように個人農場で研修生を受け入れることは、奥様の
千代美さんが大変お骨折りであったことと存じます。農
園事業を推進するのには陰の力として主婦の力は改めて
大きいと思います。
　今一つ書き加えたいことは、90 歳を過ぎた母親を度々
タイ国チェンマイの農場へ、或いは欧米の観光地や園芸
先進国へ同道していると聞いています。今時珍しい親思
いの一面を書き添えることによって、信之氏のお人柄と
思っていただければ幸いです。
　浅井氏の業績は、営農者あるいは育種者、さらには国
際的な視点での経営者として、多くの後継者たちへの規
範となろうと信じています。

（文責；小笠原左衛門尉亮軒）

■ 花葉会賞受賞者紹介■
 

オリジナル品種の育成に励む 今も人気の Den.Stardust ‘Chiyomi’
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　今日は、僭越ですが、洋ランの国際的リレー栽培に
ついてお話しさせていただきたいと思います。
　1966 年 2 月 5 日、私が生まれました横須賀町の「広
報」に、胡蝶蘭を栽培している写真が掲載されました。
当時は、観葉植物やほかの洋ランも栽培していました。
そのまま胡蝶蘭を栽培していたら私もお金持ちになれ
たのですが、どう間違ったかノビル系のデンドロビウ
ムの栽培に移ってしまいました。

１）㈲浅井大桂園の経営戦力
a) 育種によるオリジナル品種の育生
　今になってみれば目新しいことではないかもしれま
せんが、20 ～ 25 年前から育種によってオリジナル品
種を作って行こう、国際的に経営し、ブランド化を図っ
て行こうと、目指して準備してきました。
　そのブランド品種の一つの‘スターダスト　ファイ
ヤーバード’というデンドロビウムで、母の日をメイ
ンに販売しています。
　育種による品種の育成は、時間と経費が掛かります。
良い遺伝子を持つ系統の親木を持つことと、継続が大
事だと思っていますし、それが財産です。デンドロビ
ウムを交配して商品として販売するには、だいたい 10
年かかります。ですが、毎年やっているとそれが続く
というわけです。日本で育種選抜を行いますと経費が
掛かりますので、チェンマイで行っています。交配を
いろいろやっていますが、なかなか親を超しません。
ｂ）国際リレー栽培について
　海外で農場を開設するにあたって最も重要なのは、
お互いの信頼関係だと思います。私は、大体 1 年の 1
／ 3 だけチェンマイ。あとは、マネージャーにお金も
含めて全部任せています。それには、働いている人も
含めて国民性を知ることが必要だと思います。
　生育の適地であるということも重要です。当初はバ
ンコクで。乾季の間は生育がよかったのですが、9 ～
10 月の雨季になり高温多湿にとなってノビル系のデン
ドロビウムは、ほとんど枯れてしまう。これではだめ
だということで、チェンマイに移ったのです。
　次にインフラが整備されているかということです。
人件費が安いからといっても、輸送のことも考えなけ
ればいけません。
　国際的にリレー栽培するうちに感じたことは「投資
は予想の倍、利益は予定の半分」と考えていた方がよ

洋ランの国際的リレー栽培について

いということです。
ｃ）商品のブランド化を図る
　日頃から自分で、いけばな、フラワーデザイン、絵画、
映画、音楽、焼き物などを見て勉強し、感性を磨こう
と思っています。商品には物語が必要です。生産者は、
品評会に出すのをすごく嫌いますが、そこで賞を取る
とその品種や農園が評価されます。今、売る方も苦戦
されているので、商品に物語があれば売りやすいので
す。そのためにも自分自身の人間性を向上させること
が大事だと思っています。

２）リレー栽培の歴史
a) デンファレと胡蝶蘭の場合
　リレー栽培といえばデンファレ、胡蝶蘭が主力です。
最初はデンファレでした。1980 年ごろから試行錯誤が
始まり、1990 年代にピーク。苗はほとんどがタイです。
胡蝶蘭の苗は、1980 年代後半から始まり、順調に伸び
ています。主に台湾からです。中国の胡蝶蘭生産も伸
びていますが、中国国内での消費が伸びているので、
日本には当分大量には来ないだろうというのが胡蝶蘭
の生産者の見方です。
　台湾では、1990 年代中ごろからアメリカ政府と交渉
して 2004 年よりミズゴケ付きで輸出が可能になりまし
た。これは大変重要なことで、現在一億本くらいフラ
スコ苗で作っているそうです。アメリカには 8255 万ド
ル（約 60 億円）、日本へは約 20 億円の苗が日本に来て

■ 花葉会賞受賞記念講演■
 

浅　井　信　之

台湾の大きなラン生産の温室
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います。
 　写真は今年写した台湾の大きなラン生産の温室です
が、手前で高さ 6 ｍ、奥のものは 8 ｍあり、2 階建てに
なっています。一棟で 1500 坪あります。台南市は、60
万坪の土地を用意して農園を誘致しています。作って
いるものはミニやミディが多く、農園に見本を置いて、
お客さんに選ばせて増殖して販売します。大輪の白は、
ほとんどが Sogo　Yukidan‘Ｖ 3’です。強健で花も
大きく輪数も乗るということで、世界中を席巻してい
ます。
ｂ）㈲浅井大桂園の取り組み
・ブラジルとのリレー試験
　1987 年に第 12 回世界蘭会議が、向ヶ丘遊園で開かれ
ました。その時にブラジルの生産者と知り合いになり、
翌年ブラジルに行きました。1989 年にデンドロビウム
のリレー栽培をやってみようと思い実験しましたが大
失敗でした。ブラジルから日本に送る費用が高額だっ
たのです。
・チェンマイ委託農場の設立
　チェンマイの農場は 2003 年に作りました。ハウス
は 4 棟あり、ハウスの面積は約 4000㎡。従業員が 9 名。
農場の女性のマネージャーのイムに経理を含めてすべ
てを任せています。彼女は、チェンマイの大学の農学
部 3 年生の時、愛媛大学に 1 年間留学しています。東
南アジアでは女性がテキパキと仕事をしているのに感
激します。
　花作りは水商売！　水が重要なので心配だったので
すが、鉄分が多いのですが何とか出ました。日本から
持っていった温風機があるハウスもあります。ビニー
ルで覆って雨に当てないようにし、ある程度温度を保
つようにしているハウスもあります。
 
・デンドロのリレー栽培

　最初は、日本へ小さい苗をタイから持ってきて、１
年半日本で栽培して花を咲かせて売るつもりで始めま
したが、コスト的に大変。今は、開花予定株を８月に
日本に持ってきます。１か月後、９月の初旬に芽が出
たときに山上げし、10 月中旬ごろ山から降ろします。
11 月に加温、12 月に出荷。４か月くらいで出荷してい
ます。
　チェンマイから温度がコントロールできるコンテナ
で、２週間ほどで日本に来ます。究極のデンドロのリ
レー栽培は、コンテナの中で低温処理をしながら日本
に来てすぐに山上げし咲かせる、ということができれ
ば、一番効率がよいかなと思っています。
　胡蝶蘭は４～５か月かかります。でも最近は花芽が
出たものを送ってきているので、もっと栽培期間が短
くて回転が上がっています。

3）リレー栽培のメリット・デメリット
　メリットとして生産コスト削減できること、自分の
農園での栽培期間が短縮できる、それにより人件費、
暖房費がいらない。苗室が不要で温室の有効利用がで
きます。よい苗を送ってもらえば、品質がそろい安定
した生産ができます。
　デメリットとして、海外の物価の上昇、運転資金が
いっぺんに必要になる。胡蝶蘭のように販売の価格が
ある程度一定に保てるものなら大丈夫ですが、セリで
価格が決まるような場合は成り立ちません。胡蝶蘭で
破たんする人が多いというのは、売り上げが多くても
経費が掛かるためです。ほかに、為替の変動、輸送の
傷み、植物検疫（燻蒸によるもので、ノビル系のデン
ドロビウムは強いので何とか生きています）、苗の生産
業者の信頼性、国と国との紛争も挙げられます。また、
中国からの脅威というのも出てきました。
　今後のリレー栽培のあり方は、現地へ貢献しなけれ
ばいけない。人材の育成をしなくてはいけない。日本
向けだけでなく海外市場の開拓、育種場としても利用
する、ということが挙げられます。

　最後に私の好きな言葉で、「年年歳歳　花相似たり　
歳歳年年　人同じからず！」「心意気だよ　人生は！」。
人生は短いから生きている間は頑張らなくてはいけな
いと思います。ある程度やせ我慢して、心意気で頑張
らないといけません。
　ぜひ、花葉会が世界の花のメッカであるよう研究を
すすめ、人材を育成していただきたいと思います。あ
りがとうございました。

チェンマイの農場
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花葉会基金への醵金のお願い
　花葉会は、会員相互の親睦、研鑚と情報交換を図ると共に、花卉園芸界の発展に寄与することを目的とし、①総会、
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　さて、会報「花葉」創刊号等でお願いしました花葉会基金は、31 年目を迎え、本年度は 3.11 被災花卉生産者のた
めの義援金等にも使わせていただきましたので、平成 24 年 8 月現在、1,223 万円となりました。花葉会運営には一層
の合理化をはかり、冗費の節約に努める所存ですが、花葉会がさらに発展し、花葉会の目的を推進するための事業を
展開し、情報の収集・交換などにより後輩の育成を行うには、この花葉会基金の充実を図ることが必須であります。
是非、花葉会の趣旨に賛同していただき、醵金をお願いしたいと存じます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　なお、ご送金につきましては、通信欄に ｢花葉会基金｣ と明記の上、郵便振替：東京 5-13341 花葉会をご利用ください。
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◆被災花卉生産者のための募金事業
には多大なご支援・ご協力をいただき
ましてありがとうございました。深く
感謝いたします。花葉会会員の皆さま
の、そして花の産業界の皆さまの温か
い心意気をたくさん感じさせていた
だきました。◆安藤敏夫教授退官記念

をいただきましてありがとうござい
ました。『花葉』は例年７月に企画案
を立て、原稿依頼等をしております。

『花葉』へのご寄稿はお早めに、花葉
会事務局あてにご連絡ください。ホー
ムページ http://www.kayoukai.net/ も
ご活用ください。

祝賀会、花葉サマーセミナー、総会
と、まあ、忙しい一年でした。◆４月
から花卉研究室の教授として就任し
た三吉一光新会長の元、花葉会は新た
なページを開きました。どんな文字で
埋められるのか、期待したいと思いま
す。◆今号も皆さまから貴重な原稿

編　集　後　記




